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　　　「大阪大学ナノ高度学際教育研究訓練プログラム」

　　　  ナノ理工学社会人教育の勧め

  　　　大阪大学ナノサイエンスデザイン教育研究センター長

     　教授　赤井　久純（理学研究科）

 　　　 （兼、 大阪大学ナノ理工学人材育成産学コンソーシアム理事）

今日の先端科学技術の目覚しい発展の多くが、既存の学問領域を超えた分野間の交流と連携による新し

い領域の形成という大きな流れの中で生み出されています。この視点に立った国内唯一のナノ理工学人

材育成のための広域的プログラムである「大阪大学ナノ高度学際教育研究訓練プログラム」社会人教育の

2012年度受講生募集を行うにあたり、本プログラムの意義、特色、評価、産学連携についてご紹介します。

　グローバル化を踏まえた日本の経済・産業の今後の持続的発展を期する際に、科学技術立国を支える科学

技術の先進性と迅速な産業展開が不可欠であり、産学官のより緊密な戦略的連携が喫緊の課題です。2011

年度から始った国の第4期科学技術基本計画では、国として取り組むべき重要課題として、震災からの復

興・再生、環境・エネルギーに関わるグリーンイノベーション、医療・介護・健康に関わるライフイノベーショ

ン、イノベーションの推進に向けたシステム改革が設定され、これらの重要課題に対して実効性のある研究

開発を行うと共に新しい概念を創出し、さらに人類の知の資産を生み出す独創性・多様性に富んだ基礎研究

の抜本的強化により我が国の科学技術の発展の基盤を構築するとされています。また、そのための人材の積

極的な育成と確保が謳われています。グリーンイノベーション、ライフイノベーションについては2010年

度新成長戦略 －｢元気な日本｣復活のシナリオ－ で先取り開始されております。このうちグリーンイノベ

ーションでは、低炭素社会の実現のための温室効果ガスの排出削減、再生可能エネルギーの普及拡大、社会

インフラの整備、資源・エネルギー制約の克服など、情報・バイオ、エレクトロニクス、材料を含めたグリーン

ナノテクノロジーとしてのナノ理工学の活用がその中核をなすことになります。ナノ理工学は、多くの自然

科学技術の基盤研究の上に成り立っており、「学際・萌芽的な基礎研究」と「実用化をにらんだ応用開発」との

相乗効果を促進させることにより、21 世紀の新しい学問領域・産業領域を創出する原動力となるものと位

置づけられています。新しい科学技術として国民に支持され、社会との関わりの中でその成果が社会に還元

されることを求められるナノ理工学では、先端融合分野による産業構造の変革をもたらすイノベイティブ

な研究とともに、その持続的発展を支える人材育成が極めて重要であり、「常に進化していく先端科学技術

を学際性と長期的な展望を持ち息長く担える、広範囲な大学院レベルの学問知識とナノ分野への関心・理解

力を有する、新分野開拓の創造性に溢れた人材の育成」が大学・産業界共通の課題となっています。

　このような要請に応えるべく、大阪大学では、理学、医学系、薬学、工学、基礎工学、生命機能の各研

究科、産業科学、接合科学、レーザーエネルギー学、超高圧電子顕微鏡、量子極限科学、太陽エネルギー

化学、ナノサイエンスデザイン教育研究センター等の研究所・センターに跨る横断的ナノ関連教育研究の

統括的活動の１つとして、実社会でナノ分野に現在従事している、または将来従事する可能性のある企業

の研究者、技術者を対象とする大学院レベルのナノ高度学際教育研究訓練プログラムを、講義と実習を組

み合わせた１年間 9単位分の「ナノ理工学社会人教育プログラム」として 2004 年度より実施しており

ます。本プログラムは、社会人履修生が幅広く学際的にナノ分野の高度知識と経験を積み、新しいナノ科

学技術を生かした産業を自ら切り開く能力を身につけることを目的としております。その特色は、

（１）①ナノマテリアル・ナノデバイスデザイン学、②ナノエレクトロニクス・ナノ材料学、③超分子ナ

ノバイオ・フォトニクス学、④ナノ構造、機能計測解析学、の 4コースからなる各コース週 1回 3時間、

年間 30回の夜間講義、
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（２）大阪大学中之島センターをキー教室として、遠隔講義システムを用いて関東、中部、近畿圏の大阪大学

及び企業連携による10を超えるサテライト教室を結んだ双方向ライブ中継と講義資料の事前配付、

（３）他コースの一定数の講義を含めてのコース設定が可能なテーラーメード教育、

（４）スクーリングによる3～5日間のコース別少人数での最先端基礎実習、

（ 5）ナノテクノロジーの社会普及・ナノリスク・標準化を含む社会受容問題とロードマップに基づく多様

な科学技術を出口志向で結びつけるテクノロジーデザイン問題に受講生が自ら討論参加する土曜集中

講座、

（６）科目等履修生高度プログラムとして認定し、所定の単位を取得した履修生に対する大阪大学総長とナ

ノサイエンスデザイン教育研究センター長の連名での修了認定証付与と大学院正規単位付与、

（ 7 ） 産学連携相互人材育成組織「大阪大学ナノ理工学人材育成産学コンソーシアム」による教育内容の改

善への助言と受講生への支援、コンソーシアム主催によるナノ理工学情報交流会・セミナーの開催、

などの多彩な内容から構成されているところに有ります。

　このプログラムは大学院生を対象としたプログラムと共に「ナノ高度学際教育研究訓練プログラム」とし

て、文部科学省科学技術振興調整費・新興分野人材養成プロジェクト(2004 年度～ 2008 年度)、および文部

科学省特別教育研究経費「ナノサイエンス総合デザイン力育成事業の推進」（2009 年度～ 2012年度）に指

定され、基礎科学技術に根ざしたナノ理工学の多様性を包括する国内唯一の社会人教育プログラムとして

実施されております。2011年度までに698の社会人が参加され、このうち2010年度末までの7年間に110

社を超える企業からの506名が所定の単位を修得して修了認定証を授与されています。文科省による評価、

履修生・職場の上司の方々の関係者評価、さらには第三者による外部評価において、既存の先端技術セミナ

ーによる技術習得や課題設定による研究開発の促進とは異なり、基礎科学から応用技術にいたる内容豊か

な社会に開かれた有用な人材育成教育プログラムとして高い評価を受けております。本プログラムは履修

生自身のキャリアアップと企業の研究開発活動へのフィードバックばかりでなく、履修生と講師陣、履修生

同士を結ぶ新たな絆となり、その産学連携相互人材育成の輪を全国に広げております。（その活動報告が冊

子にまとめられておりますので、ご希望の方はセンター事務局へご請求下さい。）　大阪大学は平成20年12

月に本プログラム実施のための機関としてナノサイエンスデザイン教育研究センターを設置しました。さ

らに社会人教育プログラムの充実発展と履修生支援のために、センターとほぼ同時に(社)大阪大学ナノ理

工学人材育成産学コンソーシアムが設立され、産学連携相互人材育成を目指して、現在は30社の企業関係

各位の積極的ご参加と受講生派遣を頂戴しております。2011年度からは中小企業枠を設定し、ご参加の便

宜を図っております。今後、より多くの企業各位のコンソーシアムへのご参加と、社会人履修生の積極的な

受講が実現され、21世紀をグローバルな視点で勝ち抜く人材を育てることにより、我が国のものづくり産

業を主体とした科学技術・産業の持続的発展にさらに大きく貢献することが期待されております。

　 本冊子は、前半に2012年度ナノ社会人教育プログラムの科目等履修生募集ご案内と講義内容が、後半に

大阪大学ナノ理工学人材育成産学コンソーシアムの活動趣旨と加入ご案内、定款等が収録されています。多

くの企業、社会人の皆様の積極的なご参加を期待しております。

平成 23 年 12 月
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平成 24 年度　社会人教育プログラム募集案内

1 ．概要：

　本プログラムは、実社会で活躍中の研究者・技術者を対象として、１年間の講義（遠隔授業を含む）と

短期実習を通じてナノサイエンス・ナノテクノロジーの現状を理解し、次世代産業に役立つ学際的知識と

幅広い実践能力を身につけるための大学院修士相当の高度教育プログラムです。現在、ナノサイエンス・

ナノテクノロジー関連の研究開発･生産業務に携わっておられる方、または今後この方面の業務を志す方

の入学を歓迎します。

２．募集期間：

　平成 24 年 1 月 30 日（月）～ 2 月 24 日（金）（午後 5 時で締め切り）

　定員に満たない場合は追加募集をすることがあります。

　なお、平成 24 年 2 月 3 日 ( 金 ) 午後 6時より 8 時まで、大阪大学中之島センター２階講義室１

（場所は <http://www.onc.osaka-u.ac.jp/> 参照のこと）にて説明会を開催します。

　尚、東京地区にはライブ配信されます。

３．応募資格：

　理系の４年制大学の教育課程を卒業した者、または同等の能力・知識を有すると認定された者（※）の

うち、ナノサイエンス・ナノテクノロジーに関わる業務を新たに志望、または継続発展を志望する者を対

象とします。

※該当する方は、学内での認定が必要な為、応募書類のみを先ずご提出下さい。提出は２月 24日（金）午後５時までにお
願い致します。認定終了後に検定料などの支払いにつきまして、ご案内をさせていただきます。

４．応募書類： 

　（１）入学願書、（２）履修生調査カード、（３）志望動機と履修希望内容調書、（４）最終学歴の卒業証

明書、（５）現在の所属機関からの本プログラム履修に関する許可書（様式　任意）、（６）住所届、を提

出してください (提出書類は原則として返却しません )。

　所定の応募書類はホームページ上からダウンロードできます。

　（home page URL：http://www.sigma.es.osaka-u.ac.jp/pub/nano/）

　応募書類は下記へ郵送してください。

　　〒 560-8531　大阪府豊中市待兼山町１－３

　　大阪大学大学院基礎工学研究科気付 G棟１０４

　　大阪大学ナノサイエンスデザイン教育研究センター

　　　　「ナノ高度学際教育研究訓練プログラム」　事務局

　　　　（社会人教育プログラム応募と封筒に朱記のこと）

　また、募集期間内に全ての応募書類が準備できない場合は、（１）入学願書、（２）履修生調査カード、（３）

志望動機と履修希望内容調書、（６）住所届 を２月 24 日までに、メール：nano-program@insd.osaka-u.

ac.jp、または FAX：06-6850-6398 で事務局へ送信してください。尚、(4) 卒業証明書、(5) 許可書が準

備でき次第、必ず全ての書類の原本を別途郵送してください。
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５．入学許可：

　応募者については書類審査の上、２月２9 日 ( 水 ) に大阪大学「ナノ高度学際教育研究訓練プログラム」

科目等履修生としての審査の合否を電子メールにて通知します。

　 

６．募集人数：

　各コース毎に２０名程度とします。

７．科目等履修生納付金（検定料・入学料・授業料）

　大阪大学科目等履修生として、検定料（9,800 円）、入学料（28,200 円）、授業料 （9単位分 129,600 円）

を大学に納付して頂きます。

　受講にあたっては、講義・実習用教材費 200,000 円が別途必要ですが、（社）大阪大学ナノ理工学人材

育成産学コンソーシアムの会員企業所属の履修生、および個人会員履修生には教材費負担免除の特典があ

ります。詳しくは、コンソーシアムのご案内（黄ページ）の 6頁目をご覧下さい。

　また別途、入学後に学生教育研究災害保険の保険料（1,000 円）の加入もお願いしています。

　尚、本要項に記載している額は要項作成時現在の算出ルールに基づくものです。算出ルールの改定があ

れば改定後のルールによって算出された額が適用になります。

８．履修コースとプログラムの構成：

　以下の４つのコースを開講します。

　（１）ナノマテリアル・ナノデバイスデザイン学

　（２）ナノエレクトロニクス・ナノ材料学

　（３）超分子ナノバイオ･フォトニクス学

　（４）ナノ構造・機能計測解析学

　詳細は、http://www.sigma.es.osaka-u.ac.jp/pub/nano/ を参照してください。

　プログラムの構成は

　（１）夜間講義（午後 6時～ 9時）

　（２）遠隔授業 (e ラーニングを含む )( 夜間講義のライブ配信。項目１０の注参照のこと )

　（３）短期実習 (必修 )

　（４）集中講義（土曜日終日）（全コース共通）

からなりますが、受講生の要望に沿ったテーラーメード教育を行うために、教育研究コーディネータが必

要と認める場合は、上記コースの枠を超えて他コースの講義を履修することも積極的に推奨しており、大

学院前期・後期学生向けに開講されている他の「ナノ高度教育研究訓練プログラム」（http://www.sigma.

es.osaka-u.ac.jp/pub/nano/　参照）の指定科目の履修を許可する場合もあります。

９．開講時期・期間：

　平成 24 年 3 月 30 日（金）午後６時より開講式、特別講義、懇談会を開催し、 ４月 9日（月）より

一般講義を開始します。

各コース週一回を基本とします。 期間は１年間です。
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１０．開講日時・場所：

　講義（遠隔講義を含む）は、夜間の午後６時より午後９時まで、原則として大阪大学中之島センターに

て開講します。短期実習（必修スクーリング）は、夏休み（９月）または春休み ( ３月 ) 、及び一部は

後期期間中に大阪大学豊中・吹田両キャンパスを中心に 3～５日間の予定で実施します。

注）遠隔授業について： 本プログラムの講義は、遠隔授業にて、豊中・吹田両キャンパス以外

に、東京地区（ＪＲ田町駅前キャンパスイノベーションセンターの予定。

近隣地区に移転の可能性があります。）、京阪奈地区、四日市地区、そ

の他のサテライト教室へライブ配信されます。その詳細はホームペー

ジ上に掲載しますのでご覧ください。

　　e ラーニングについて： 当該プログラムでは出席が必須ですが、ストリーミング配信（受信側

で記録ができない配信）により、毎回の講義終了約１週間後以降、イ

ンターネットを通じた復習・補講ができるシステムになっております。

尚、この記録された講義は、掲載後 1年間で消去されます。

１１．履修認定： 

　本プログラムの所定のコースを修了した方には、大阪大学より大阪大学総長およびセンター長連名によ

る科目等履修生高度プログラム「ナノプログラム」履修認定証を授与します。また、修了時に大学院博士

前期課程の正規単位９単位を付与しますので、必要に応じて大学院履修科目成績証明書を発行できます。

　

１２．問合せ先：

　　大阪大学ナノサイエンスデザイン教育研究センター　

　　「ナノ高度学際教育研究訓練プログラム」事務局

　　〒 560-8531　大阪府豊中市待兼山町１－３　

　　大阪大学大学院基礎工学研究科気付 G棟 104

　　　　TEL/FAX：06-6850-6398

　　　　e-mail： nano-program@insd.osaka-u.ac.jp

　　　　home page：http://www.sigma.es.osaka-u.ac.jp/pub/nano/
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社会人教育プログラム講義概要

１．講義・実習の構成について

 (1) 　夜間講義（午後６時～９時）

 (2) 　遠隔授業

 (3) 　短期実習

 (4) 　集中講義（土曜日）

　このうち、（２）の遠隔授業は（１）の夜間講義、(4) の集中講義（土曜日）をオンラインでサテライ

ト教室に配信するものである。平成 24 年度第１学期は 3月 30 日（金）に開講式を行い、各コースの講義

は ４月 9日（月）から ７月２3日（月）まで、第２学期は１０月 5日 (金 )に始業式を行い、各コース

の講義は 10 月 9 日（火）から翌年 2 月 4 日 ( 月 )まで、各コース毎に年間２８回の講義を予定している。

（３）の短期実習については原則、９月（全コース）、または３月、及び一部は後期期間中に実施する。（4）

は土曜日に集中講義（毎回６時間）として 7回実施する。日程は決まり次第、ホームページ上へ掲載する。

２．コースについて

　以下の４コースがあり、通常この内から一つのコースを選んで受講する。

 (1) 　ナノマテリアル・ナノデバイスデザイン学

 (2) 　ナノエレクトロニクス・ナノ材料学

 (3) 　超分子ナノバイオ・フォトニクス学

 (4) 　ナノ構造・機能計測解析学

３．特別講義 ( 全コース対象 )

 (1)　 ３月３０日（金 )　１８：００～

       講師：森　勇介教授（大阪大学大学院工学研究科）

       題目：ナノをマクロに繋げる結晶化技術で社会貢献　

    ～産学連携・異分野連携からベンチャー創出～

 (2)　１０月 5日（金 )　１８：００～

４．土曜集中講義（全コース対象）の概要説明、シラバス

　次ページに掲載。

５．コース毎の概要説明、日程及びシラバス

　８ページ以降に掲載。
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集中講義 （土曜日開講）

　大阪大学ナノサイエンスデザイン教育研究センターでは、ナノテクノロジー人材育成プログラム（ナ

ノ高度学際教育研究訓練プログラム）の大学院・社会人教育の共通講義科目として、「ナノテクノロジー

社会受容特論」（3回シリーズ、延べ 18 時間）と「ナノテクノロジーデザイン特論」（4回シリーズ、延べ

24 時間）を開講します。いずれも土曜日開講の討論重視の集中講義です。

　ナノ理工学人材育成においては、社会との関わりの中での技術応用・ナノリスク・標準化の問題、また

ロードマップを睨んだ異分野融合による新分野開拓の問題がこれから益々重要となってきます。上記の新

科目はこれらに応えるもので、社会人科目等履修生に対しては単位を付与しない科目として提供しますが、

各コースの受講者が共通科目としてコースを越えて共通に履修し、議論することを推奨します。

　開講形式は、ライブ配信により大阪地区、東京地区など数カ所での受講を可能とします。詳しい開講日

時、遠隔教室の場所については、追ってホームページ上に発表します。

１．「ナノテクノロジー社会受容特論Ａ」

　　（担当コーディネータ：阿多　誠文　特任教授（産総研）、伊藤　正　特任教授、小川　久仁　特任教授）

　社会受容に関する視野を身につけ、産業化における問題点、標準化、リスクアセスメント並びに管理手

法等の基礎知識、総合デザイン、科学技術政策の考え方を学ぶ。さらにエレクトロニクス、バイオ、エネ

ルギー・環境、超精密加工、材料、計測評価等のテーマを取り上げて、ケーススタディーを自分の専門に

対して行う。数名の政策担当者、企業開発担当者、学内教員等が複数回を担当する。内容は、総論の解説、

各論、討論により構成する。

２．「ナノテクノロジーデザイン特論Ａ、Ｂ」（特論 Aを平成 24 年度開講）

　　（担当コーディネータ： 結城　正記　特任教授（NBCI 委員会副主査）、伊藤　正　特任教授、

 小川　久仁　特任教授）

　ロードマップを使って、潮流、製品デバイス、要素技術を解説し、それに基づき、ケーススタディーを

自分の専門に対して行う。産業発展のロードマップの中で、ナノテク要素技術を総合デザインする力を養

い、「有用性の谷」を乗り越えるための実力をつける。ナノセンシング、ディスプレー、ナノ新デバイス、

生体シミュレーション、燃料電池、超精密加工、ナノ材料、ナノ微粒子、ナノ計測等からいくつかの課題

を取り上げ、テーマ毎に産業界のロードマップ作成者と学内教員がペアーで担当する。2 年間でテーマを

一巡させる。なお、ロードマップは NBCI（（社）ナノテクノロジービジネス推進協議会）の好意により提

供される。
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コース１　ナノマテリアル ・ ナノデバイスデザイン学

　計算機ナノマテリアル・ナノデバイスデザインは量子シミュレーションを基礎に、それを高度に使いこ

なすことによって、量子シミュレーションの逆問題である量子デザインを実行し、それによって新機能性

材料やデバイス開発を行うことを意味する。本コースは各学期とも１５回 （内１回は特別講義）の講義

からなる。第１学期で、この手法の基礎となる量子シミュレーション手法と、量子デザインの考え方を学

ぶ。また、第２学期では、このような手法を様々な系に対して適用してデザインを行う方法を実例に則し

て学んでいく。この手法は電子に対する量子力学を第一原理として構築されているために、最初に簡単な

量子力学に関する解説・復習を実施する。量子力学の基礎的な理解が必要であるが、そのことを前提とは

しない。講義の中で身に付けていけば良い。それぞれの内容については以下に記された通りである。

前　　　期

回 日 テーマ コード 題目 講師

1 4/ 9( 月 ) はじめに

1A-1-A オリエンテーション
吉田博

( 阪大 ・ 基礎工 )
1A-1-B 量子シミュレーションとデザイン

2 4/16( 月 ) 量子力学の基礎
1A-2-A 量子力学１ 中西寛

( 阪大 ・ 工 )1A-2-B 量子力学２

3 4/23( 月 ) 固体中の電子
1A-3-A 固体中のほとんど自由な電子 浜田典昭

( 東理大 ・ 理工 )1A-3-B 価電子と共有結合

4 5/ 7( 月 ) 密度汎関数法
1A-4-A ホーエンベルグ ・ コーンの定理 赤井久純

( 阪大 ・ 理 )1A-4-B コーン ・ シャム方程式と LDA

5 5/14( 月 ) 電子状態計算
1A-5-A 電子状態計算の流れ 小口多美夫

( 阪大 ・ 産研 )1A-5-B プログラミング

6 5/21( 月 ) 擬ポテンシャル法
1A-6-A 擬ポテンシャル法の概念 森川良忠

( 阪大 ・ 工 )1A-6-B 非経験的擬ポテンシャル法

7 5/28( 月 ) FLAPW 法
1A-7-A FLAPW 法の基礎 小口多美夫

( 阪大 ・ 産研 )1A-7-B FLAPW 法の応用

8 6/ 4( 月 ) KKR 法

1A-8-A KKR 法の基礎
赤井久純
( 阪大 ・ 理 )

1A-8-B KKR 法の応用と FPKKR 法
小倉昌子
( 阪大 ・ 理 )

9 6/11( 月 ) カー ・ パリネロ法
1A-9-A 分子動力学法の基礎 白井光雲

( 阪大 ・ 産研 )1A-9-B 分子動力学法の応用 ・ 発展

10 6/18( 月 ) 表面電子状態
1A-10-A バルクと表面の電子状態計算 中西寛

( 阪大 ・ 工 )1A-10-B 表面反応と電子状態計算

11 6/25( 月 ) 輸送現象
1A-11-A コーン ・ シャムエネルギーバンド 浜田典昭

( 東理大 ・ 理工 )1A-11-B ブロッホ電子の動力学と輸送係数

12 7/ 2( 月 ) 磁性
1A-12-A 絶縁体と局在磁性 草部浩一

( 阪大 ・ 基礎工 )1A-12-B 金属と遍歴磁性

13 7/ 9( 月 ) 電子相関
1A-13-A 密度汎関数法と電子相関 草部浩一

( 阪大 ・ 基礎工 )1A-13-B 電子相関による磁性 ・ 超伝導

14 7/23( 月 )
ディスカッション ・

ディベート

1A-14-A 量子シミュレーションの現状
全講師

1A-14-B 量子シミュレーションの未来



9

後　　　期

回 日 テーマ コード 題目 講師

1 10/15( 月 ) はじめに

1B-1-A オリエンテーション
吉田博

( 阪大 ・ 基礎工 )
1B-1-B

21 世紀 「賢者の石」 と計算機ナノマテリ

アルデザイン （CMD）

2 10/22( 月 )
ナノ混晶による新

機能デザイン

1B-2-A ナノ混晶 ・ 超構造量子シミュレーション
小倉昌子
( 阪大 ・ 理 )

1B-2-B ナノ混晶 ・ 超構造量子デバイスデザイン
赤井久純
( 阪大 ・ 理 )

3 10/29( 月 )
ナノ構造と輸送現

象デザイン

1B-3-A ナノワイア
小野倫也
( 阪大 ・ 工 ) 

1B-3-B ナノ伝導

4 11/5 ( 月 )

有限温度 ・ 圧力下

でのナノダイナミク

スデザイン

1B-4-A 拡散現象のナノシミュレーション
白井光雲

( 阪大 ・ 産研 )
1B-4-B 高圧下での新規ナノ構造

5 11/12( 月 ) 光と熱の利用
1B-5-A 透明導電材料と太陽電池材料

浜田典昭
( 東理大 ・ 理工 )

1B-5-B 熱電材料

6 11/19( 月 )
励起状態ダイナミク

スシミュレーション

1B-6-A 励起ダイナミクスシミュレーション手法
宮本良之
( 産総研 )

1B-6-B ナノスケール物質の高速現象への応用

7 11/26( 月 )

省エネルギー ・ 創

エネルギーデザイ

ン

1B-7-A 高効率エネルギー変換
吉田博

( 阪大 ・ 基礎工 )
1B-7-B 太陽電池

8 12/ 3( 月 )
半導体デバイスデ

ザイン

1B-8-A CMOS 絶縁膜材料デザイン

金田千穂子
( ㈱富士通研 )

1B-8-B
Extended CMOS のための量子シミュレー

ション

9 12/10( 月 )
半導体ナノスピント

ロニクスデザイン

1B-9-A 希薄磁性半導体
佐藤和則

( 阪大 ・ 基礎工 )
1B-9-B ナノ超構造スピントロニクス

10 12/17( 月 )
強誘電体 ・ 圧電体

デザイン

1B-10-A 強誘電体の量子シミュレーション
小口多美夫
( 阪大 ・ 産研）

1B-10-B 強誘電体 ・ 圧電体の量子デザイン

11 1/ 7( 月 )
カーボン系ナノ機能

材料

1B-11-A カーボン系ナノ機能材料の基礎理論
草部浩一

( 阪大 ・ 基礎工 )
1B-11-B カーボン系ナノ材料のデザイン

12 1/21 ( 月 )
分子エレクトロニク

スデザイン

1B-12-A 電荷移動過程
森川良忠
( 阪大 ・ 工 )

1B-12-B 有機分子エレクトロニクス

13 1/28( 月 ) 表面反応デザイン

1B-13-A 触媒 ・ 燃料電池 ・ 水素貯蔵
笠井秀明

Wilson Dino
（阪大 ・ 工）

1B-13-B 表面スピントロニクス
笠井秀明

中西寛
( 阪大 ・ 工 )

14 2/ 4( 月 )
ディスカッション ・

ディベート

1B-14-A ナノデザインの現状
全講師

1B-14-B ナノデザインの未来
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ｺｰﾄﾞ 1A-1-A 講義日 4/9( 月）

ﾃｰﾏ はじめに

題目 オリエンテーション

講師 吉田博

概　　　　　　要

ナノマテリアル ・ ナノデバイスデザイン学全体

の概要および第一学期の講義構成と履修の方

法、心得を説明する。 その中でナノマテリアル・

ナノデバイスデザイン学の概観、 各回の講義

の位置づけについても説明する。また、このコー

スを履修するにあたって前提となる量子力学に

関する必要最低限の解説を行う。

ｺｰﾄﾞ 1A-1-B 講義日 4/9( 月）

ﾃｰﾏ はじめに

題目 量子シミュレーションとデザイン

講師 吉田博

概　　　　　　要

量子シミュレーションに基づいたマテリアルデザ

イン手法の概要と方法論を解説する。 マテリア

ルやデバイスの製造を中心とした工業化社会

からソフトウェアやシステムに基づいたマテリア

ルやデバイスデザインを中心とした知識社会へ

と産業構造が転換する中でのマテリアルデザイ

ンの重要性、 第一原理量子シミュレーションに

基礎をおいたマテリアルデザイン手法について

解説する。さらに、高効率エネルギー変換材料、

環境調和材料、 次世代エレクトロニクスのため

のマテリアルデザインの具体的な例について概

説する。

ｺｰﾄﾞ 1A-2-A 講義日 4/16( 月 )

ﾃｰﾏ 量子力学の基礎

題目 量子力学１

講師 中西寛

概　　　　　　要

ナノマテリアル ・ ナノデバイスデザイン学では、

ミクロな立場から粒子を取扱う場合、 シュレディ

ンガー方程式を用いることが多い。 これを基礎

として、 原子 ・ 分子の電子状態、 構造、 性質

について議論する。

ｺｰﾄﾞ 1A-2-B 講義日 4/16( 月 )

ﾃｰﾏ 量子力学の基礎

題目 量子力学２

講師 中西寛

概　　　　　　要

固体の電子状態、 構造、 性質を明らかにし、

ミクロな立場からナノマテリアル ・ ナノデバイス

デザインを行うために必要な多粒子系の扱い

方、 固体と外場との相互作用について具体例

をあげて説明する。

ｺｰﾄﾞ 1A-3-A 講義日 4/23( 月 )

ﾃｰﾏ 固体中の電子

題目 固体中のほとんど自由な電子
講師 浜田典昭

概　　　　　　要

単純金属の電子状態としてほとんど自由な電

子を扱い、 金属結合の起源を明らかにする。

元素による結晶構造の違いがどこから生まれる

のか論じ、 原子の個性との関係、 また、 それ

が密度汎関数理論によるバンド計算でどのよう

に表れるのかを学ぶ。

ｺｰﾄﾞ 1A-3-B 講義日 4/23( 月 )

ﾃｰﾏ 固体中の電子

題目 価電子と共有結合

講師 浜田典昭

概　　　　　　要

半導体 ・ 絶縁体と遷移金属における化学結合

とバンド構造の特徴について学ぶ。 また、 化合

物の電子状態の特徴を解説し、 イオン結晶や

酸化物における形式価数と実際の電荷の違い

をバンド計算結果から明らかにし、 形式価数と

バンド構造の関係を示す。

ｺｰﾄﾞ 1A-4-A 講義日 5/7( 月 )

ﾃｰﾏ 密度汎関数法

題目 ホーエンベルグ ・ コーンの定理

講師 赤井久純

概　　　　　　要

第一原理電子状態計算の基礎となる密度汎関

数法の出発点となるホーエンベルグ ・ コーンの

定理と密度汎関数法の考え方を学ぶ。
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ｺｰﾄﾞ 1A-4-B 講義日 5/7( 月 )

ﾃｰﾏ 密度汎関数法

題目 コーン ・ シャム方程式と LDA

講師 赤井久純

概　　　　　　要

密度汎関数法はコーン ・ シャム方程式の形に

表現することによって力を発揮する。 コーン ・

シャム方程式の意味と、 さらにそれを実用的に

するために広く用いられている局所密度近似に

ついて考える。 また、 コーン ・ シャム方程式を

解くための様々な手法について概観する。

ｺｰﾄﾞ 1A-5-A/B 講義日 5/14( 月 )

ﾃｰﾏ 電子状態計算

題目 電子状態計算の流れ
プログラミング

講師 小口多美夫

概　　　　　　要

セルフコンシステントにコーン ・ シャム方程式を

解く際の計算の一般的な流れと、 各手法に共

通する計算技法について概説する。 また、種々

の第一原理計算手法を概観し、 それぞれに手

法の長所 ・ 短所を述べるとともに、 現段階で利

用可能な第一原理計算コードを紹介する。

ｺｰﾄﾞ 1A-6-A/B 講義日 5/21( 月 )

ﾃｰﾏ 擬ポテンシャル法

題目 擬ポテンシャル法の概念

非経験的擬ポテンシャル法

講師 森川良忠

概　　　　　　要

固体の電子状態について簡単に復習した後、

擬ポテンシャル法がどのような仮定の上に立脚

しているかを示し、 その妥当性、 有効性につい

て論じる。 その後、 現在の第一原理電子状態

計算法で用いられている非経験的擬ポテンシャ

ル法の理論的背景を説明し、 擬ポテンシャル法

を用いたいくつかの応用例について紹介する。

ｺｰﾄﾞ 1A-7-A/B 講義日 5/28( 月 )

ﾃｰﾏ FLAPW 法

題目 FLAPW 法の基礎

FLAPW 法の応用

講師 小口多美夫

概　　　　　　要

APW 法とその線形法の適用である LAPW 法

を解説するとともに、 フルポテンシャル法の

必要性と基礎的な定式化を説明する。 また、

FLAPW 法に基づく第一原理計算の実際をいく

つかの例をあげながら紹介する。

ｺｰﾄﾞ 1A-8-A 講義日 6/4( 月 )

ﾃｰﾏ KKR 法

題目 KKR 法の基礎

講師 赤井久純

概　　　　　　要

コーン ・ シャム方程式を解くための、 効率的で

高精度な方法であるグリーン関数法 （KKR 法）

について学ぶ。 出発点である、 グリーン関数、

散乱問題、 多重散乱について解説した上で

KKR 法の考え方と、 簡単な計算例を見ていく。

ｺｰﾄﾞ 1A-8-B 講義日 6/4( 月 )

ﾃｰﾏ KKR 法

題目 KKR 法の応用と FPKKR 法

講師 小倉昌子

概　　　　　　要

グリーン関数法 （KKR 法） を用いた量子シミュ

レーションの実際について学ぶ。 金属、 金属

間化合物、 半導体等への適用と、 通常の KKR

法で用いられるポテンシャルの形状に関する仮

定を一切用いない FPKKR 法の考え方とその応

用について学ぶ。

ｺｰﾄﾞ 1A-9-A/B 講義日 6/11( 月 )

ﾃｰﾏ カー ・ パリネロ法

題目 分子動力学法の基礎

分子動力学法の応用 ・ 発展

講師 白井光雲

概　　　　　　要

実験で起きている現象はほとんどマクロな測定

で観測され、 ミクロにはどのような現象である

のかを知りたいという要望は大きい。 分子動力

学シミュレーションはその要望に応えるものであ

る。
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ｺｰﾄﾞ 1A-10-A 講義日 6/18( 月 )

ﾃｰﾏ 表面電子状態

題目 バルクと表面の電子状態計算

講師 中西寛

概　　　　　　要

固体表面は、 これまでその構造および電子状

態を特定し制御することが極めて難しくテクノロ

ジーに利用することが困難であった。 半導体エ

レクトロニクスの黎明期においてもこれと同じ状

況があった。 すなわち不純物の同定およびその

濃度の制御が難しく、 その電子物性が安定しな

かったが、 現在、 不純物の濃度分布までを制

御することに成功し、 かつ逆にその過敏ともい

える不純物依存性を利用して、 半導体の電子

状態を制御することに成功しているのはご存知

のとおりである。 同じように固体表面の原子レ

ベルの制御が可能になりつつある現在、 表面

を活用したテクノロジーの時代の到来が予感さ

れる。 本講義では、 固体表面の科学を習熟す

る上で最小限必要な概念を解説した後、 量子

シミュレーションに基づいた固体表面の電子状

態計算手法をバルクの計算法と対比して解説す

る。 デザインへの応用は、 後期 1B-13-B にて

行う。

ｺｰﾄﾞ 1A-10-B 講義日 6/18( 月 )

ﾃｰﾏ 表面電子状態

題目 表面反応と電子状態計算

講師 中西寛

概　　　　　　要

一般に固体表面とは、真空と固体、気体と固体、

若しくは液体と固体の界面を指す。 この界面で

は、 原子 ・ 分子の出入りが比較的容易で、 化

学反応の場として機能する。 工学的には、 化

学合成プロセスの触媒、 各種ガスセンサー等

の利用が盛んである。 本講義では、 電子状態

計算手法を用いて表面反応過程およびその反

応性を解析する手法を解説し、 反応デザイン

手法の概要を紹介する。

ｺｰﾄﾞ 1A-11-A 講義日 6/25( 月 )

ﾃｰﾏ 輸送現象

題目 コーン ・ シャムエネルギーバンド

講師 浜田典昭

概　　　　　　要

Kohn-Sham 方程式のエネルギー固有値は、 厳

密には一電子のエネルギーではないが、 一方、

経験的には近似的に一電子エネルギーとみな

し有用な結果が得られている。 バンド計算の具

体例を用いて解説する。

ｺｰﾄﾞ 1A-11-B 講義日 6/25( 月 )

ﾃｰﾏ 輸送現象

題目 ブロッホ電子の動力学と輸送係数

講師 浜田典昭

概　　　　　　要

バンド電子の動力学と Bloch-Boltzmann 理論

を用いた輸送係数の計算について述べる。 半

古典的な扱いではあるが、 熱起電力、 Hall 係

数など物質開発に有用な情報を与えてくれるこ

とを示す。

ｺｰﾄﾞ 1A-12-A 講義日 7/2( 月 )

ﾃｰﾏ 磁性

題目 絶縁体と局在磁性

講師 草部浩一

概　　　　　　要

物質の磁性のうち、 絶縁体における磁性を考

察する際に基礎となる局在磁性について概説

する。 モット絶縁体を含む局在軌道上の電子

系を理解する際に必要となる、 局在電子系の

理論的取り扱い方を導入したのち、 絶縁性磁

性のメカニズムとなる、 直接交換相互作用、 運

動交換相互作用、 超交換相互作用についてそ

の特性を述べ、 物質設計に結びつける方法に

ついて議論する。

ｺｰﾄﾞ 1A-12-B 講義日 7/2( 月 )

ﾃｰﾏ 磁性

題目 金属と遍歴磁性

講師 草部浩一

概　　　　　　要

金属強磁性の理論を中心として、 遍歴電子系

に現れる磁性を概説する。 金属強磁性の平均

場理論であるストーナー理論からスレーター ・

金森理論への展開を述べたのち、 幾つかの遍

歴電子磁性における厳密な帰結を紹介する。

第一原理電子状態計算理論における磁性体の

解析方法を述べ、 具体的な計算事例に基づい

て磁性起源の解析方法を紹介する。 磁気異方

性の起源である相対論効果の取り扱い方につ

いても相対論的密度汎関数法の立場から解説

する。
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ｺｰﾄﾞ 1A-13-A 講義日 7/9( 月 )

ﾃｰﾏ 電子相関

題目 密度汎関数法と電子相関

講師 草部浩一

概　　　　　　要

密度汎関数理論 （ＤＦＴ） における電子相関効

果の取り扱い方を、 局所密度近似における交

換 ・ 相関エネルギー汎関数の交換 ・ 相関正孔

による解析を始めとして論じ、 一般化密度勾配

補正、 自己相互作用補正、 ＬＤＡ＋Ｕ、 最適化

有効ポテンシャル法、 長距離相関効果の取り

扱いとファンデルワールスＤＦＴを議論する。 具

体的な交換 ・ 相関エネルギー汎関数の選択に

よる計算結果への影響を計算事例から論じる。

その後、 密度汎関数理論の基礎に立ち返って、

任意秩序変数による空間分割法やマルチ ・ レ

ファレンスＤＦＴの立場からの電子相関効果の

取り込みを解説する。

ｺｰﾄﾞ 1A-13-B 講義日 7/9( 月 )

ﾃｰﾏ 電子相関

題目 電子相関による磁性 ・ 超伝導

講師 草部浩一

概　　　　　　要

強相関効果を発現する物質系の電子状態を、

各種の遷移金属酸化物における例を用いて概

説する。 第一原理電子状態計算法による超伝

導転移温度評価法について、 強結合超伝導理

論と強相関系の理論の両面から紹介する。 遷

移金属酸化物の第一原理的解析結果と電子相

関効果を取り入れた有効模型に関する物理を

比較しながら、 電子相関効果をもとにして磁性・

超伝導を発現する物質系を設計する方法を論

じる。

ｺｰﾄﾞ 1A-14-A 講義日 7/23( 月 )

ﾃｰﾏ ディスカッション ・ ディベート

題目 量子シミュレーションの現状

講師 講師全員

概　　　　　　要

受講生と講師全員が参加して量子シミュレーシ

ョンの実例についてディスカッション ・ ディベート

を行う。講師による失敗例をふくむ実例説明後、

量子シミュレーション可能性、 導入のプランニ

ング、 実施方法、 活用法、 および量子シミュレ

ーション手法そのものについてディスカッション・

ディベートを行う。

ｺｰﾄﾞ 1A-14-B 講義日 7/23( 月 )

ﾃｰﾏ ディスカッション ・ ディベート

題目 量子シミュレーションの未来

講師 講師全員

概　　　　　　要

受講生と講師全員が参加して量子シミュレーシ

ョンでなにが出来るかについて、 これまでの経

験および今後へ向けた期待を中心にディスカッ

ション ・ ディベートを行う。

ｺｰﾄﾞ 1B-1-A 講義日 10/15( 月 )

ﾃｰﾏ はじめに

題目 オリエンテーション

講師 吉田博

概　　　　　　要

ナノマテリアル ・ ナノデバイスデザイン学第二

学期の講義構成と履修の方法、 心得を説明す

る。 その中でナノマテリアル ・ ナノデバイスデ

ザイン学の概観、 各回の講義の位置づけにつ

いても説明する。 また、 第二学期を履修するに

あたって前提となる第一学期講義についての復

習と基礎知識についての解説を行う。

ｺｰﾄﾞ 1B-1-B 講義日 10/15( 月 )

ﾃｰﾏ はじめに

題目 21 世紀 「賢者の石」 と計算機ナノマテリ

アルデザイン （CMD）

講師 吉田博

概　　　　　　要

２１世紀は、 量子力学をエンジニアリングとして

利用し、 社会が必要とする新規機能材料につ

いて、 原子レベルやナノスケールサイズでの

物質の微視的世界に基本法則である量子力学

に基づいてデザインし、 これを実証するための

「賢者の石」 となるマテリアルデザインエンジン

の開発が不可欠である。 21 世紀 「賢者の石」

と計算機ナノマテリアルデザインの具体例とし

て、 グラファイトからダイヤモンドの創製法の

デザインと実証、 高効率透明熱電材料のデザ

イン、 ワイドバンドギャップ半導体 (ZnO, GaN, 

Diamond) の新しい価電子制御法などを例に 21

世紀 「賢者の石」 のパワフルな側面とデザイ

ンに基づいた特許化の手法について具体的に

解説する。
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ｺｰﾄﾞ 1B-2-A 講義日 10/22( 月 )

ﾃｰﾏ ナノ混晶による新機能デザイン

題目 ナノ混晶 ・ 超構造量子シミュレーション

講師 小倉昌子

概　　　　　　要

ナノ混晶等の不規則系をあつかう KKR-CPA-

LDA 法および多層膜などの超構造への KKR

法の適用などの KKR 法を基礎にした量子シミュ

レーションの高度な手法について、 その考え方

および実例を説明する。

ｺｰﾄﾞ 1B-2-B 講義日 10/22( 月 )

ﾃｰﾏ ナノ混晶による新機能デザイン

題目 ナノ混晶 ・ 超構造量子デバイスデザイン

講師 赤井久純

概　　　　　　要

ナノ混晶 ・ 超構造量子シミュレーションの手法

を用いた実際のナノ材料デザイン、 およびナノ

デバイスデザインについて実例にもとづき解説

を行う。

ｺｰﾄﾞ 1B-3-A/B 講義日 10/29( 月 )

ﾃｰﾏ ナノ構造と輸送現象デザイン

題目 ナノワイヤ

ナノ伝導

講師 小野倫也

概　　　　　　要

量子力学の第一原理に基づいてナノ構造の電

子状態 ・ 電気伝導を計算するため実空間差分

法や Over-bridging boundary-matching 法など

の紹介を行う。 また、 これらのシミュレーション

手法を用いて実際のフラーレン分子鎖、 MOS

デバイスの絶縁用薄膜などの電気伝導特性シ

ミュレーションを行った事例の紹介と解説を行

う。

ｺｰﾄﾞ 1B-4-A 講義日 11/5( 月 )

ﾃｰﾏ 有限温度 ・ 圧力下でのナノダイナミクス

デザイン

題目 拡散現象のナノシミュレーション

講師 白井光雲

概　　　　　　要

固体中を不純物が拡散してゆく過程は、 マクロ

な過程しか直接観測できず、 ミクロな部分はこ

れまでモデルで扱われていた。 しかし今では第

一原理分子動力学シミュレーションによりミクロ

な原子の動きが再現できるようになり、 拡散機

構の解明が大きく進んだ。 そのような実例を示

し、 かつさらに進んで拡散を制御する試みを紹

介する。

ｺｰﾄﾞ 1B-4-B 講義日 11/5( 月 )

ﾃｰﾏ 有限温度 ・ 圧力下でのナノダイナミクス

デザイン

題目 高圧下での新規ナノ構造

講師 白井光雲

概　　　　　　要

従来は堅い物質はほとんど唯一の結晶構造だ

けもつと考えられていたが、 高圧実験の進展

のおかげで全ての物質は高圧では違った構造

に相転移 （あるいは超伝導転移 など）すると

いうことは今や常識となっている。 この高圧下

での物質構造が何になるかを予測することは非

常にチャレンジな研究である。その基礎理論と、

研究例を示す。

ｺｰﾄﾞ 1B-5-A 講義日 11/12( 月 )

ﾃｰﾏ 光と熱の利用

題目 透明導電材料と太陽電池材料

講師 浜田典昭

概　　　　　　要

電子の光応答の基本的理解と、 バンド計算結

果から誘電関数 ・ 複素屈折率を計算する方法

について述べる。 伝導電子とバンド間遷移によ

る光応答の特徴を解説し、 透明導電材料と太

陽電池材料への応用を述べる。
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ｺｰﾄﾞ 1B-5-B 講義日 11/12( 月 )

ﾃｰﾏ 光と熱の利用

題目 熱電材料

講師 浜田典昭

概　　　　　　要

Bloch-Boltzmann 理論による半古典的輸送係

数計算の応用として、 高効率熱電材料探索の

キーとなる考え方を述べ、 Mg
2
Si や CrSi

2
の熱

起電力の計算例を紹介する。

ｺｰﾄﾞ 1B-6-A/B 講義日 11/19( 月 )

ﾃｰﾏ 励起状態ダイナミクスシミュレーション

題目 励起ダイナミクスシミュレーション手法

ナノスケール物質の高速現象への応用

講師 宮本良之

概　　　　　　要

これらの講義では、 従来から行われている熱

力学的平衡状態にある分子動力学ではなく、

電子励起によって引き起こされる非常に高速な

化学反応 ( 非熱的な反応 ) をシミュレーション

する方法を紹介する。 近年のフェムト秒レーザ

ーを利用した分光学により、 原子、 分子の高

速化学反応が観測されるようになってきた。 更

には、 レーザー光により人間が恣意的に反応

を制御しようとする試みがでるまでに至ってい

る。 フェムト秒レーザーの技術は、 固体、 生

体分子の研究分野にも広がろうとしている。 一

方で第一原理計算による電子励起後の高速現

象の理解は進んでいるとは言いがたい。 それ

は、 高速現象を扱うのに必要な電子の実時間

発展の計算が第一原理計算でなかなか実行で

きないことに起因する。 これらの講義では、 時

間依存シュレディンガー方程式を現実物質系で

解く計算手法に加え、 いくつかの重要な事例を

紹介すると共に、 熱力学的手法に加え、 電子

励起による高速化学反応のシミュレーションで、

どのような産業上の応用が考えられるかも議論

していきたい。

ｺｰﾄﾞ 1B-7-A/B 講義日 11/26( 月 )

ﾃｰﾏ 省エネルギー ・ 創エネルギーデザイン

題目 高効率エネルギー変換

太陽電池

講師 吉田博

概　　　　　　要

２１世紀の我が国では、 工業化社会から知識

社会へと産業構造や社会のパラダイムが大き

く変化するとともに、 エネルギー問題がクロー

ズアップされ、 最重要課題は、 地球温暖化を

回避するための二酸化炭素を排出しないカー

ボン ・ ニュートラルなエネルギーの創出である。

これらの候補として、 熱電材料や太陽エネルギ

ー変換材料 （太陽電池、 人工光合成） のナノ

サイエンスによる超高効率化のデザインと実証

が最重要課題となる。 太陽エネルギー変換の

超高効率化のためには、 自己組織化により形

成するナノ超構造を舞台として、 光子によって

生じた電子とホールのナノダイナミックスを積極

的に利用し、 新しいクラスの超高効率太陽エネ

ルギー変換太陽電池の計算機ナノマテリアル

デザインとそれらに立脚した創エネルギーに関

するデザインと実証による基礎研究が不可欠と

なってくる。 一次元昆布相のスピンエントロピー

輸送による高効率熱電材料や低次元自然超格

子による巨大なゼーベック係数のデザイン、 ナ

ノ超構造を利用した多重励起子創成による超

高効率太陽電池や、 欠陥を自己修復する不老

不死の CuInSe2(CIS) 太陽電池の計算機ナノマ

テリアルデザインと実証について講義する。

ｺｰﾄﾞ 1B-8-A/B 講義日 12/3( 月 )

ﾃｰﾏ 半導体デバイスデザイン

題目 CMOS 絶縁膜材料デザイン
Extended CMOS のための量子シミュレー
ション

講師 金田千穂子

概　　　　　　要

ゲート絶縁膜はシリコンデバイスの中でもとりわ

け微細化の著しい部分であり、 第一原理計算

をはじめとする原子スケールのシミュレーション

への要求も強い。 半導体デバイス用材料とし

ての絶縁膜に要求される物性、 界面物性の設

計、 膜中欠陥の制御の必要性などについて述

べ、 絶縁膜まわりのデザインと制御のために行

なわれた量子シミュレーションをはじめとするナ

ノシミュレーションの事例を紹介する。後半では、

Extended CMOS 技術開発のためのシミュレー

ション事例について紹介し、 量子シミュレーショ

ンの次世代ものづくりへの利用と効果について

議論する。
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ｺｰﾄﾞ 1B-9-A 講義日 12/10( 月 )

ﾃｰﾏ 半導体ナノスピントロニクスデザイン

題目 希薄磁性半導体

講師 佐藤和則

概　　　　　　要

希薄強磁性半導体の強磁性機構について、 第

一原理計算からその機構を解明し、 磁性状態

の 3d 遷移金属原子番号依存性 （ケミカルトレ

ンド） を説明する。 磁気力定理を用いた磁気

的相互作用に関する第一原理計算とモンテカ

ルロシミュレーションにより希薄磁性半導体の

強磁性転移温度を定量的に予測し、 実証実験

と比較する。 電子のスピン自由度を利用する半

導体ナノスピントロニクスの必要性についてム

ーァの法則を例に解説し、 希薄磁性半導体を

用いた半導体ナノスピントロニクスの可能性に

ついて議論する。

ｺｰﾄﾞ 1B-9-B 講義日 12/10( 月 )

ﾃｰﾏ 半導体ナノスピントロニクスデザイン

題目 ナノ超構造スピントロニクス

講師 佐藤和則

概　　　　　　要

次世代エレクトロニクスの候補である半導体
スピントロニクスについて解説し、 その実現の
ために必要な希薄磁性半導体の材料設計を、
有限温度磁性の第一原理シミュレーションに
基づき提案する。 結晶成長条件の制御により
希薄磁性半導体結晶中にナノ超構造強磁性
体を生成する方法をデザインし、 結晶磁気異
方性や形状磁気異方性の制御による強い （高
いブロッキング温度をもつ） 磁石の創製法を
提案する。 デザインに基づいた新しい半導体
スピントロニクスデバイスの実証実験について
解説する。

ｺｰﾄﾞ 1B-10-A 講義日 12/17( 月 )

ﾃｰﾏ 強誘電体 ・ 圧電体デザイン

題目 強誘電体の量子シミュレーション

講師 小口多美夫

概　　　　　　要

誘電体の電子論に関して概説する。 巨視的分

極の計算手法とワニア関数による直感的な解

釈に触れる。

ｺｰﾄﾞ 1B-10-B 講義日 12/17( 月 )

ﾃｰﾏ 強誘電体 ・ 圧電体デザイン

題目 強誘電体 ・ 圧電体の量子デザイン

講師 小口多美夫

概　　　　　　要

強誘電体 ・ 圧電体材料に関して簡単な紹介を

行い、 第一原理計算に基づく強誘電体 ・ 圧電

体のマテリアルデザインの研究事例を示す。

ｺｰﾄﾞ 1B-11-A 講義日 1/7( 月 )

ﾃｰﾏ カーボン系ナノ機能材料

題目 カーボン系ナノ機能材料の基礎理論

講師 草部浩一

概　　　　　　要

フロンティアカーボンとして着目されているフ

ラーレン、 ナノチューブ、 ナノ ・ ダイヤモン

ドなどのカーボン系ナノ機能材料を、 半導

体素子材料、 磁性材料、 電極材料などとし

て応用する際に必要となる設計 ・ 評価の基

礎理論を概説する。 次世代の有機物磁性

体の設計法を用いたナノ炭素磁性体の設計例、

電界効果型トランジスタとしてナノチューブを動

作させる際に電界効果や伝導特性を解析する

強電界下第一原理計算とその応用としてのデ

バイス設計例などを紹介する。 リチウムイオン

電池の負極材料としてのナノ炭素材料の評価

法についても触れる。

ｺｰﾄﾞ 1B-11-B 講義日 1/7( 月 )

ﾃｰﾏ カーボン系ナノ機能材料

題目 カーボン系ナノ材料のデザイン

講師 草部浩一

概　　　　　　要

カーボン系ナノ材料のバンドギャップ工学を概

説する。 水素化ナノ ・ ダイヤモンド表面及び水

素化ナノ窒化硼素表面からの負性電子親和力

発生による電界効果電子線源の第一原理計算

による特性解析例を示す。 また、 直接遷移型

から間接遷移型までバンドギャップを可変的に

変化させうるフッ化炭素系材料の密度汎関数

法による半導体ギャップ構造の解析例とそのバ

ンドギャップ工学を論じる。
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ｺｰﾄﾞ 1B-12-A 講義日 1/21( 月 )

ﾃｰﾏ 分子エレクトロニクスデザイン

題目 電荷移動過程

講師 森川良忠

概　　　　　　要

分子エレクトロニクスや電気化学反応で重要と

なってくる固体中や溶液中、 および、 界面での

電荷移動過程の基礎について概説した後、 そ

の第一原理シミュレーションによる研究につい

て紹介する。

ｺｰﾄﾞ 1B-12-B 講義日 1/21( 月 )

ﾃｰﾏ 分子エレクトロニクスデザイン

題目 有機分子エレクトロニクス

講師 森川良忠

概　　　　　　要

有機デバイスにおける効率を大きく左右する界

面の電子状態、 特に、 電子準位接続を支配す

る要因について概説し、 精度の良い理論的予

測が可能になってきた第一原理シミュレーショ

ンの最近の動向について紹介する。

ｺｰﾄﾞ 1B-13-A 講義日 1/28( 月 )

ﾃｰﾏ 表面反応デザイン

題目 触媒 ・ 燃料電池 ・ 水素貯蔵

講師 笠井秀明、 Wilson Agerico Tan Diño

概　　　　　　要

ナノマテリアル ・ ナノデバイスデザイン学の立

場から、 水素エネルギー社会構築に向けて、

進捗著しい水素貯蔵 ・ 燃料電池関係の研究開

発について、 法整備の問題なども含め、 具体

例をあげて概説する。

ｺｰﾄﾞ 1B-13-B 講義日 1/28( 月 )

ﾃｰﾏ 表面反応デザイン

題目 表面スピントロニクス

講師 笠井秀明、 中西寛

概　　　　　　要

現在、 次世代のエレクトロニクスとして注目され

ているスピントロニクスの研究 ・ 開発が盛んに

行われている。 本講義では、前半、1A-10-A「バ

ルクと表面の電子状態計算」 のデザイン応用

編として表面ナノ構造を利用した表面スピントロ

ニクスのデザインについて講義する。 金属表面

上の磁性原子薄膜、 磁性ナノワイヤ、 磁性ナ

ノアイランド、 カーボンナノチューブ等のナノ構

造の磁性、 電子物性のデザイン計算手法を解

説し、 それらを用いたスピントロニクスデバイス

の紹介をする。

ｺｰﾄﾞ 1B-14-A 講義日 2/4( 月 )

ﾃｰﾏ ディスカッション ・ ディベート

題目 ナノデザインの現状

講師 講師全員

概　　　　　　要

受講生と講師全員が参加してナノデザインの実

例についてディスカッション ・ ディベートを行う。

講師による失敗例をふくむ実例説明後、 ナノデ

ザインの可能性、 導入のプランニング、 実施

方法、 活用法、 あるいはナノデザインの手法

や問題点について討議を行う。

ｺｰﾄﾞ 1B-14-B 講義日 2/4( 月 )

ﾃｰﾏ ディスカッション ・ ディベート

題目 ナノデザインの未来

講師 講師全員

概　　　　　　要

受講生と講師全員が参加してナノデザインの将

来について、 それぞれの経験や勉強して得た

印象にもとづいてディスカッション ・ ディベートを

行う。
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コース２． ナノエレクトロニクス ・ ナノ材料学

　本コースで扱う「ナノエレクトロニクス」、「ナノ材料」は、現在の『ナノテクノロジー』の発展の源と

なった、根幹をなすテーマである。ナノメートルスケールの加工や構造作製を制御して行なうことができ

るようになったことでナノ領域の扉が開かれ、エレクトロニクスに限らず様々な領域への応用に発展して

いった。本コースは、現在のナノテクノロジーに興味があり、知識として学び、あるいは最新の情報を得て、

近い将来に自分の仕事に役立てようと考えている受講生のための入門から、ナノの領域の研究・開発に携

わっている受講生のための専門コースとしての内容までを網羅し、幅広い層の受講生を対象としている。

　講義は、基礎となる総論と、応用に重点を置いた各論の各テーマから構成されている。通年の開講であ

るため、基礎と応用をバランスよく分散させ、年間を通して全受講生が学びやすいように系統的にプログ

ラムを構成している。また、優れた専門性を持った学外教員を加え、それぞれの立場から各講師の専門性

を生かした講義をしていただく。オムニバス形式でいろいろな角度から見た講義が聴けるため、理解が深

まると同時に受講生自身の課題に多くのヒントが得られるものと考える。

前　　　期

回 日 テーマ コード 題目 講師

1 4/10 ( 火 ) はじめに
2A-1-A オリエンテーション

夛田博一
( 阪大 ・ 基礎工 )

2A-1-B フォトニクス
伊藤正

( 阪大 ・ ナノ )

2 4/17 ( 火 ) 半導体
2A-2-A 半導体超微細加工プロセス概説 I 柳沢淳一

( 滋賀県立大 ・ 工 )2A-2-B 半導体超微細加工プロセス概説Ⅱ

3 4/24 ( 火 ) 半導体
2A-3-A

半導体エピタキシャル成長技術と量子機
能デバイスへの応用 I 藤原康文

( 阪大 ・ 工 )
2A-3-B

半導体エピタキシャル成長技術と量子機
能デバイスへの応用Ⅱ

4 5/8 ( 火 ) 半導体
2A-4-A 表面 ・ 界面計測と原子制御プロセスⅠ

渡部平司
( 阪大 ・ 工 )2A-4-B 表面 ・ 界面計測と原子制御プロセスⅡ

5 5/15( 火 ) 酸化物
2A-5-A 酸化物エレクトロニクス I

木村剛
( 阪大 ・ 基礎工 )2A-5-B 酸化物エレクトロニクスⅡ

6 5/22 ( 火 ) 希土類
2A-6-A

ハード磁性材料／白色 LED 用蛍光体の
ニーズと開発動向Ⅰ 町田憲一

( 阪大 ・ 工 )
2A-6-B

ハード磁性材料／白色 LED 用蛍光体の
ニーズと開発動向Ⅱ

7 5/29 ( 火 ) 高圧
2A-7-A 高圧下の新物質相創成Ⅰ

清水克哉
( 阪大 ・ 極限 )2A-7-B 高圧下の新物質相創成Ⅱ

8 6/5 ( 火 ) フォトニクス
2A-8-A テラヘルツ技術の最前線Ⅰ

斗内政吉
( 阪大・レーザー）2A-8-B テラヘルツ技術の最前線Ⅱ

9 6/12 ( 火 ) 磁性体
2A-9-A ナノ磁力材料からなる新規デバイス I

中谷亮一
( 阪大 ・ 工 )2A-9-B ナノ磁力材料からなる新規デバイスⅡ

10 6/19 ( 火 ) スピントロニクス
2A-10-A ナノ磁性とスピントロニクス I

鈴木義茂
( 阪大 ・ 基礎工 )2A-10-B ナノ磁性とスピントロニクスⅡ

11 6/26 ( 火 ) 熱電変換材料
2A-11-A

ナノスケール構造制御による熱電特性の
高性能化Ⅰ 山中伸介

( 阪大 ・ 工 )
2A-11-B

ナノスケール構造制御による熱電特性の
高性能化Ⅱ

12 7/3 ( 火 ) ナノ化学
2A-12-A

ガスハイドレート生成におけるナノサイズ
気泡の役割 I 大垣一成

( 阪大 ・ 基礎工 )
2A-12-B

ガスハイドレート生成におけるナノサイズ
気泡の役割Ⅱ



19

13 7/10 ( 火 ) ナノテクノロジー
2A-13-A ナノ材料の安全性 I

山本 仁
( 阪大 ・ 安全 )2A-13-B ナノ材料の安全性Ⅱ

14 7/17 ( 火 ) ナノテクノロジー
2A-14-A

先端電子デバイス要素技術とイノベーショ
ン I 佐藤了平

( 阪大 ・ 工 )
2A-14-B

先端電子デバイス要素技術とイノベーショ
ンⅡ

後　　　期

回 日 テーマ コード 題目 講師

1 10/9 ( 火 )
分子エレクトロニク

ス

2B-1-A
光電子機能有機材料を用いた有機電子デ

バイスⅠ 八瀬清志
( 産総研 )

2B-1-B
光電子機能有機材料を用いた有機電子デ

バイスⅡ

2 10/16 (火)
分子エレクトロニク
ス

2B-2-A
有機エレクトロニクスのための分子設計 ・

合成Ⅰ 安蘇芳雄
( 阪大 ・ 産研 )

2B-2-B
有機エレクトロニクスのための分子設計 ・

合成Ⅱ

3 10/23 (火)
分子エレクトロニク
ス

2B-3-A
有機材料の光機能とフォトニクスへの応用

Ⅰ 尾崎雅則
( 阪大 ・ 工 )

2B-3-B
有機材料の光機能とフォトニクスへの応用

Ⅱ

4 10/30 (火) 有機太陽電池
2B-4-A 有機薄膜太陽電池Ⅰ

平本昌宏
( 分子科学研究所 )2B-4-B 有機薄膜太陽電池Ⅱ

5 11/6 ( 火 ) 有機太陽電池
2B-5-A 色素増感太陽電池の基礎と応用Ⅰ 吉田司

( 岐阜大 ・ 工 )2B-5-B 色素増感太陽電池の基礎と応用Ⅱ

6 11/13 (火) 分子技術

2B-6-A
空気中でも安定な有機ラジカルの基礎と

電子材料への応用Ⅰ 森田靖 
( 阪大 ・ 理 )

2B-6-B
空気中でも安定な有機ラジカルの基礎と

電子材料への応用Ⅱ

7 11/20 (火) 有機トランジスタ
2B-7-A 有機トランジスタⅠ 竹谷純一

( 阪大 ・ 産研 )2B-7-B 有機トランジスタⅡ

8 11/27 (火)
走査プローブ顕微

鏡

2B-8-A
走査プローブ顕微鏡手法の基礎と固液界

面解析への応用Ⅰ 福井賢一
( 阪大 ・ 基礎工 )

2B-8-B
走査プローブ顕微鏡手法の基礎と固液界

面解析への応用Ⅱ

9 12/4 ( 火 ) 分子技術

2B-9-A
有機分子電子素子－究極の材料を目指し

てⅠ 小川琢治
( 阪大 ・ 理 )

2B-9-B
有機分子電子素子－究極の材料を目指し

てⅡ

10 12/11 (火) 分子技術
2B-10-A 単一分子エレクトロニクスの現状と展望Ⅰ

山田亮
( 阪大 ・ 基礎工 )2B-10-B 単一分子エレクトロニクスの現状と展望Ⅱ

11 12/18 (火) 分子技術
2B-11-A 分子ナノシステムの構築と機能創発 I 桑原裕司

( 阪大 ・ 工 )2B-11-B 分子ナノシステムの構築と機能創発Ⅱ

12 1/8 ( 火 ) 分子技術
2B-12-A バイオナノデバイスの最前線Ⅰ 谷口正輝

( 阪大 ・ 産研 )2B-12-B バイオナノデバイスの最前線Ⅱ

13 1/15 ( 火 ) カーボン材料
2B-13-A ナノカーボンデバイスの基礎と応用Ⅰ 松本和彦

( 阪大 ・ 産研 )2B-13-B ナノカーボンデバイスの基礎と応用Ⅱ

14 1/22 ( 火 ) 総合
2B-14-A 総合討論

全講師
2B-14-B 総合討論
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ｺｰﾄﾞ 2A-1-A/B 講義日 4/10 ( 火 )

ﾃｰﾏ はじめに

題目 オリエンテーション
フォトニクス

講師 夛田博一 ・ 伊藤 正

概　　　　　　要

本コースを開始するにあたり、 講義の構成と年

間の計画、 履修できる内容を紹介する。 引き

続いて、 半導体ナノ粒子の光学的性質の特徴

とその応用について概要を紹介する。

ｺｰﾄﾞ 2A-2-A/B 講義日 4/17 ( 火 )

ﾃｰﾏ 半導体

題目 半導体超微細加工プロセス概説Ⅰ ・ Ⅱ

講師 柳沢淳一

概　　　　　　要

最初の電子計算機からトランジスタ、 集積回路

へと発展してきた流れと、 その実現に必要な

MOS 構造、 さらにそれらの作製に必要な半導

体超微細加工プロセス （光リソグラフィ、 電子

線リソグラフィ、 集束イオンビームプロセス、 ナ

ノインプリント）  を概説する。

ｺｰﾄﾞ 2A-3-A/B 講義日 4/24 ( 火 )

ﾃｰﾏ 半導体

題目 半導体エピタキシャル成長技術と量子機

能デバイスへの応用Ⅰ ・ Ⅱ

講師 藤原康文

概　　　　　　要

半導体量子機能デバイスは高度なエピタキシャ

ル成長技術により支えられている。 一連のエピ 

タキシャル成長技術を概観した後、 特に原子

層レベルでの結晶成長が可能な分子線エピタ

キ シャル法と有機金属気相エピタキシャル法に

ついて紹介する。 また、 それらエ ピタキシャル

成長技術を有効に活用した量子機能デバイス

の一端を紹介する。

ｺｰﾄﾞ 2A-4-A/B 講義日 5/8 ( 火 )

ﾃｰﾏ 半導体

題目 表面 ・ 界面計測と原子制御プロセスⅠ ・

Ⅱ

講師 渡部平司

概　　　　　　要

次世代ナノエレクトロニクスにおいては、 新材

料や新構造の導入が必須である。本講義では、

最先端 Si-VLSI の研究開発動向を紹介すると

共に、 極薄 MOS デバイス開発における表面 ・

界面計測技術の重要性や、 原子制御プロセス

の応用事例を紹介する。

ｺｰﾄﾞ 2A-5-A/B 講義日 5/15 ( 火 )

ﾃｰﾏ 酸化物

題目 酸化物エレクトロニクスⅠ ・ Ⅱ

講師 木村剛

概　　　　　　要

本講義では、 次世代のエレクトロニクスに結び

つくと期待される 「酸化物」 において出現する

特異な物性現象 （強誘電性、磁性、磁気伝導、

電気磁気効果など）  を、 その物理的背景さら

にはミクロな機構解明に役立つ観測手法などを

交えて解説する。 また酸化物材料における原

子スケールの議論を基にした物質設計、 物性

制御を紹介する。

ｺｰﾄﾞ 2A-6-A/B 講義日 5/22 ( 火 )

ﾃｰﾏ 希土類

題目 ハード磁性材料／白色 LED 用蛍光体の
ニーズと開発動向Ⅰ ・ Ⅱ

講師 町田憲一

概　　　　　　要

希土類 （ランタニド）  材料は 4f 電子に基づく

有用な機能をもち、 永久磁石 （ハード磁性材

料）、 蛍光体 ・ 固体レーザ、 触媒 ・ 固体電解

質等々として利用されている。 特に、 省エネ

ルギーを志向した最近のエコ家電やエコカーに

は、 高い性能を実現する希土類材料は必要不

可欠となっている。 本講義では、 １）  HEV や

HV の高出力化と高燃費には欠かせない希土

類磁石、 ２）  白色 LED を用いた固体照明向

けに需要が急増している希土類賦活蛍光体に

ついて、 最近の仕様ニーズとそれに対する開

発動向を紹介する。

ｺｰﾄﾞ 2A-7-A/B 講義日 5/29 ( 火 )

ﾃｰﾏ 高圧

題目 高圧下の新物質相創成Ⅰ ・ Ⅱ

講師 清水克哉

概　　　　　　要

高圧力を使って新しい物質を創り出したり、 ま

たは新しい機能を持たせたりすることが可能で

ある。 近年で急速に進展した極限的な超高圧

発生技術やその条件下での物性測定技術の紹

介と、 極限環境下における物質科学のトピック

スも解説する。
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ｺｰﾄﾞ 2A-8-A/B 講義日 6/5 ( 火 )

ﾃｰﾏ フォトニクス

題目 テラヘルツ技術の最前線Ⅰ ・ Ⅱ

講師 斗内政吉

概　　　　　　要

現在注目を集めるテラヘルツ工学について、
その現状と将来展望を概説し、 テラヘルツ工
学を支えるナノデバイス ・ 光技術などについて
紹介するとともに、 テラヘルツ時間領域分光
の基礎とそれを用いた物性分析科学の最前線
について解説する。

ｺｰﾄﾞ 2A-9-A/B 講義日 6/12 ( 火 )

ﾃｰﾏ 磁性体

題目 ナノ磁力材料からなる新規デバイスⅠ ・
Ⅱ

講師 中谷亮一

概　　　　　　要

磁性材料は、 紀元前７世紀には既に知られて
いた古い材料であるが、 現在でも永久磁石、
磁気記録、 磁界センザなど、 多くの分野で人
間の生活を支えている。 特に、 磁気ストレージ
技術は、 1898 年の磁性ワイヤへの録音装置
に始まり、 ハードディスク装置へと進歩してき
た。 本講義では、 磁気ストレージ技術の進歩
に係る種々の現象、 ナノ構造によって創出され
た種々の磁気デバイスについて概説する。

ｺｰﾄﾞ 2A-10-A/B 講義日 6/19 ( 火 )

ﾃｰﾏ スピントロニクス

題目 ナノ磁性とスピントロニクス

講師 鈴木義茂

概　　　　　　要

マイクロエレクトロニクスの発展の歴史の中で

半導体工学と磁気工学を結びつける 「スピント

ロニクス」 がいかにして提案され発展してきた

かをいくつかの基本原理と共に学ぶ。

ｺｰﾄﾞ 2A-11-A/B 講義日 6/26 ( 火 )

ﾃｰﾏ 熱電変換材料

題目 ナノスケール構造制御による熱電特性の

高性能化Ⅰ ・ Ⅱ

講師 山中伸介

概　　　　　　要

廃熱を回収し電気エネルギーとして変換 ・ 利用

する熱電発電システムの実用化のためには、

熱電変換材料の高性能化が必要不可欠であ

る。 本講義では熱電変換の原理や応用例に加

えて、 近年その高性能化のために注目されて

いる材料ナノ構造について照会する。

ｺｰﾄﾞ 2A-12-A/B 講義日 7/3 ( 火 )

ﾃｰﾏ ナノ化学

題目 ガスハイドレート生成におけるナノサイズ
気泡の役割Ⅰ ・ Ⅱ

講師 大垣一成

概　　　　　　要

水の水素結合が支配する現象の例として、 ナ

ノサイズ気泡と気体包接化合物を取り上げる。

両者の構造 ・ 安定性 ・ 機能について物理化学

的立場で解説し、 工学 ・ 環境科学利用へのガ

イダンス的な展開を図る。

ｺｰﾄﾞ 2A-13-A/B 講義日 7/10 ( 火 )

ﾃｰﾏ ナノテクノロジー

題目 ナノ材料の安全性Ⅰ ・ Ⅱ

講師 山本仁　

概　　　　　　要

近年様々な分野で開発されているナノ材料は、

未だその人体に対する影響がよく知られておら

ず、 新たな職業性疾病の原因となる危険性が

指摘されている。 本講義では、 そのようなナノ

材料の安全性について、 最新の研究成果等を

交えながら解説する。

ｺｰﾄﾞ 2A-14-A/B 講義日 7/17 ( 火 )

ﾃｰﾏ ナノテクノロジー

題目 先端電子デバイス要素技術とイノベーショ

ンⅠ ・ Ⅱ

講師 佐藤了平

概　　　　　　要

高度情報化社会のコアである半導体 ・ コンピュ

ータ ・ ディスプレイなどのナノテクノロジー ( 材

料 ・ プロセス、 他 ) に関する最先端の技術を

紹介すると共に、 インベンションからイノベーシ

ョンへのビジネスモデル構築の必要性を講義す

る。

ｺｰﾄﾞ 2B-1-A/B 講義日 10/9( 火 )

ﾃｰﾏ 分子エレクトロニクス

題目 分子エレクトロニクス概論Ⅰ ・ Ⅱ

講師 八瀬清志

概　　　　　　要

有機トランジスタ、 有機 EL テレビや有機 EL 照

明、 有機太陽電池、 メモリー等の実用化が進

められている光電子機能有機 ・ 高分子材料を

用いた分子エレクトロニクスの現状と展望を紹

介する。

(I)  分子エレクトロニクスのシーズ ： 材料、 プロ

　　セス、 計算 ・ シミュレーション、 評価技術

(II) 分子エレクトロニクスのニーズ：トランジスタ、

　　EL、 太陽電池、 メモリー
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ｺｰﾄﾞ 2B-2-A/B 講義日 10/16( 火 )

ﾃｰﾏ 分子エレクトロニクス

題目 有機エレクトロニクスのための分子設計 ・

合成Ⅰ ・ Ⅱ

講師 安蘇芳雄

概　　　　　　要

有機エレクトロニクスの中心となる有機半導体

の物性制御 ・ 分子設計の考え方を低分子系、

オリゴマー系を中心として解説する。 また、 有

機合成による有機半導体開発の実際を紹介す

る。

ｺｰﾄﾞ 2B-3-A/B 講義日 10/23( 火 )

ﾃｰﾏ 分子エレクトロニクス

題目 有機材料の光機能とフォトニクスへの応
用Ⅰ ・ Ⅱ

講師 尾崎雅則

概　　　　　　要

ナノスケールに構造化された有機材料 （主に

液晶性材料を例として） のフォトニクス応用に

付いて解説する。 特に、 分子の自己組織化能

を利用したフォトニック結晶の構築や、 分子の

外場応答性を利用したチューナブルフォトニック

結晶 ・ プラズモニクス等について紹介する。

ｺｰﾄﾞ 2B-4-A/B 講義日 10/30( 火 )

ﾃｰﾏ 有機太陽電池

題目 有機薄膜太陽電池Ⅰ ・ Ⅱ

講師 平本昌宏

概　　　　　　要

有機薄膜太陽電池の社会的位置づけ、 歴史、

原理、 ナノ構造制御、 有機半導体の超高純度

化、 pn 制御、 内蔵電界形成、 開放端電圧の

決定要因、 近赤外利用、 今後の展望など、 に

ついて述べる。

ｺｰﾄﾞ 2B-5-A/B 講義日 11/6( 火 )

ﾃｰﾏ 有機太陽電池

題目 色素増感太陽電池の基礎と応用Ⅰ･Ⅱ

講師 吉田司

概　　　　　　要

大幅な低価格化と実用的な変換効率が期待さ

れる次世代太陽電池として色素増感型が注目

されている。 本講では色素増感太陽電池の基

礎と発展の歴史を概観すると共に実用化を目

前に控えた研究開発の最新動向を解説する。

ｺｰﾄﾞ 2B-6-A/B 講義日 11/13( 火 )

ﾃｰﾏ 分子技術

題目 空気中でも安定な有機ラジカルの基礎と
電子材料への応用Ⅰ ・ Ⅱ

講師 森田靖

概　　　　　　要

奇数個の電子を有する有機物 （有機ラジカル）

は一般に反応性に富む化学種だが、 適当な化

学修飾を施すことで安定化が可能である。 電

子スピン構造の動的変化等の基礎物性と各種

有機電子材料への応用について解説する。  

ｺｰﾄﾞ 2B-7-A/B 講義日 11/20( 火 )

ﾃｰﾏ 有機トランジスタ

題目 有機トランジスタⅠ ・ Ⅱ

講師 竹谷純一

概　　　　　　要

（目的）  次世代の低価格 ・ フレキシブルなスイ

ッチングデバイスとして、 有機物半導体トランジ

スタへの期待が高まっている。 本講義の前半

では、 有機トランジスタの動作機構の基礎を解

説し、 後半では、 有機半導体材料やデバイス

構造についての最近の研究を紹介する。

（概要）  有機半導体物性、 有機トランジスタの

動作原理、 製造方法、 新材料、 新構造デバイ

スとその特性など。

ｺｰﾄﾞ 2B-8-A/B 講義日 11/27( 火 )

ﾃｰﾏ 走査プローブ顕微鏡

題目 走査プローブ顕微鏡手法の基礎と固液界

面解析への応用Ⅰ ・ Ⅱ

講師 福井賢一

概　　　　　　要

STM や AFM などの走査プローブ顕微鏡は，

原子 ・ 分子スケールで固体表面やその上に吸

着した分子の局所構造や電子状態を計測する

手法として広く認知されているが， 近年のめざ

ましい技術的進歩によって固液界面 " 近傍 "

の液体側の情報まで得られるようになってきた．

本講義では， その計測法の基礎から固液界面

についての最先端の研究成果までを概説する．
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ｺｰﾄﾞ 2B-9-A/B 講義日 12/4( 火 )

ﾃｰﾏ 分子技術

題目 有機分子電子素子－究極の材料を目指
して Ⅰ ・ Ⅱ

講師 小川琢治

概　　　　　　要

タンパクを集めて固めるとお豆腐になる。 しか
し、 どのようにしても脳のような高機能を持つこ
とはあり得ない。 脳とお豆腐の違いは、 脳にお
いてはタンパク分子がそれぞれの個性を持ちな
がら他の分子と相互作用して一定の形状を形
成し、 それらの高次構造が高次機能を発現す
ることにある。 タンパク以外の分子でも同じ事
が言えるだろう。 これまでは、 多数の同一分子
が集まった分子集合体で物性を研究するしかな
かった。 そこで得られる情報は、 タンパクを豆
腐のように研究して得られるものに近いのかも
しれない。本来の有機分子が持つ潜在能力は、
単分子が示す物性をそれぞれが保持しながら、
高次に組み合わせた系で初めて発現するよう
に思われる。 このような視点から、 次の内容に
ついて学ぶ。 無機材料と有機材料の根本的な
違い、 それぞれのメリット ・ デメリット。 マクロ
材料とナノ材料の違い。 有機と無機、 マクロと
ナノをつなぐものとしての炭素材料 （カーボン
ナノチューブ、 グラフェン）。 ナノ構造体の電気
伝導。 単一分子電気伝導。 単一分子電子素
子の組織化による機能創発の可能性。  

ｺｰﾄﾞ 2B-10-A/B 講義日 12/11( 火 )

ﾃｰﾏ 分子技術

題目 単一分子エレクトロニクスの現状と展望
Ⅰ ・ Ⅱ

講師 山田亮

概　　　　　　要

電極に接続された有機分子１つを利用して情

報処理を行う分子エレクトロニクスに関する研

究を、 １分子物性計測技術を中心に解説する。

1nm を超えるような長い分子１本を介した電気

伝導や、 ダイオード特性などの機能性素子に

関する最近の話題を取り上げる。

ｺｰﾄﾞ 2B-11-A/B 講義日 12/18( 火 )

ﾃｰﾏ 分子技術

題目 分子ナノシステムの構築と機能創発Ⅰ ・
Ⅱ

講師 桑原裕司

概　　　　　　要

ナノスケール微細加工技術について、 トップダ

ウンとボトムアップの融合の観点から概説する。

後半では、 特に有機材料を用いた分子ナノシ

ステムの構築とその機能創発について、 最新

のトピックスを交えて講義する。

ｺｰﾄﾞ 2B-12-A/B 講義日 1/8( 火 )

ﾃｰﾏ 分子技術

題目 バイオナノデバイスの最前線Ⅰ ・ Ⅱ

講師 谷口正輝

概　　　　　　要

１つの有機分子 ・ 生体分子を検出 ・ 識別する

原理を紹介するとともに、 １分子解析技術の研

究状況を議論する。 特に、 分子エレクトロニク

スと次々世代 DNA シーケンサーへの応用につ

いて述べる。

ｺｰﾄﾞ 2B-13-A/B 講義日 1/15( 火 )

ﾃｰﾏ カーボン材料

題目 ナノカーボンデバイスの基礎と応用Ⅰ ・
Ⅱ

講師 松本和彦

概　　　　　　要

カーボンナノチューブの基礎的な構造や成長

法、 特殊な量子伝導特性で ある一次元伝導、

コヒーレント伝導、 クーロンブロッケード伝導を

紹介し、応用として、最新のトランジスタへ応用、

高感度センサーへの展開 応用などについて述

べる。

ｺｰﾄﾞ 2B-14-A/B 講義日 1/22( 火 )

ﾃｰﾏ 総合

題目 総合討論

講師 全講師

概　　　　　　要

講師による講義の補足や、 受講生からの質問

にいろいろな立場から講師あるいは他の受講

生が答えるなど、 全体的な討論会 ・ 交流の場

とする。 討論への積極的な参加を期待します。



24

コース３． 超分子ナノバイオ ・ フォトニクス学

　本コースでは、ナノスケールから体躯スケールまでシームレスに階層化された生体とその環境に関して、

ナノ～ミクロ領域に着目し、さまざまな角度から論じる。具体的には、バイオロジーとナノ化学をキーワー

ドとした高分子、超分子、バイオマシン、分子設計、分子イメージング、細胞操作と制御、極微生体力学、

生体光計測、医用診断などを取り上げる。また、これらの研究にも必要なナノスケールのサイズを持つ物

質の光学特性とその計測方法について、光学・分光学の基礎、ナノ化学、近接場光学、顕微光学技術、レー

ザー分光、レーザー誘起現象、さらに、それらを積極的に利用することで実現する単一ナノ粒子や単一分

子の観察手法、医薬応用などについて論ずる。また、テラヘルツ輻射、マイクロ波フォトニクス、プラズ

モニクス、放射光などの新たな光源技術や、社会基盤、民生技術として普及する光通信、光記録について

も紹介し、ナノフォトニクスとの融合による新たな展開を提示する。各学期には「トピックス」としての

最新の話題提供を配置し、さらに最終日には講師と受講生が集まって忌憚なく意見を交換できる「総合討

論」の場を設けた。

前　　　期

回 日 テーマ コード 題目 講師

1 4/11( 水 ) コース概要と生体
3A-1-A コース概要、 生体の機能と構造 (1) 荒木勉

( 阪大 ・ 基礎工 )3A-1-B 生体の機能と構造 (2)

2 4/18( 水 ) 超分子とナノマシン
3A-2-A 超分子マテリアルの創成 (1) 原田明

( 阪大 ・ 理 )3A-2-B 超分子マテリアルの創成 (2)

3 4/25( 水 )
微小作用力と界面

ナノ化学

3A-3-A 界面 ・ 微粒子の新分析法 (1) 渡會仁
( 阪大 ・ ナノ )3A-3-B 界面 ・ 微粒子の新分析法 (2)

4 5/ 9( 水 )
分子 ・ デバイス設

計とナノ化学

3A-4-A 光化学とレーザー時間分解分光 (1) 宮坂博
( 阪大 ・ 基礎工 ) 3A-4-B 光化学とレーザー時間分解分光 (2)

5 5/16( 水 )
光エネルギーの化

学的利用

3A-5-A 光触媒の原理と応用 (1) 平井隆之

( 阪大 ・ 太陽 ) 3A-5-B 光触媒の原理と応用 (2)

6 5/23( 水 )
分子 ・ デバイス設

計とナノ化学

3A-6-A
ナノ粒子の分光 ・ 光学特性とナノフォトニ
クスへの応用 (1) 朝日剛

( 愛媛大 ・ 工 )
3A-6-B

ナノ粒子の分光 ・ 光学特性とナノフォトニ
クスへの応用 (2)

7 5/30( 水 )
分子 ・ デバイス設

計とナノ化学

3A-7-A 分子系の二光子吸収とその応用 (1) 鎌田賢司
( 産総研 )3A-7-B 分子系の二光子吸収とその応用 (2)

8 6/ 6( 水 )
フォトニクスとナノ

加工

3A-8-A
バイオフォトニクス顕微鏡とマイクロ ・ ナノ
光加工 (1) 伊東一良

( 阪大 ・ 工 )
3A-8-B

バイオフォトニクス顕微鏡とマイクロ ・ ナノ
光加工 (2)

9 6/13( 水 )
ナノレーザーフォト

ニクス

3A-9-A 超短パルスレーザーの原理と制御 橋本守
( 阪大 ・ 基礎工 ) 3A-9-B レーザー制御の応用

10 6/20( 水 )
顕微鏡の光学とバ

イオイメージング

3A-10-A 顕微鏡による結像の原理と空間分解能

藤田克昌
( 阪大 ・ 工 )3A-10-B

共焦点顕微鏡、 非線形光学顕微鏡、 超
解像顕微鏡、 および最新のバイオイメー
ジング技術

11 6/27( 水 )
計算科学その基礎

と応用

3A-11-A
産業界で用いられている計算科学とその
将来展望 (1) 中村振一郎

( 理研 ) 
3A-11-B

産業界で用いられている計算科学とその
将来展望 (2)

12 7/ 4( 水 )
分子 ・ デバイス設

計とナノ化学

3A-12-A ナノテクノロジーを支える分析技術 (1) 石田英之
( 阪大 ・ 本部 )3A-12-B ナノテクノロジーを支える分析技術 (2)
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13 7/11( 水 )

【トピックス】

フォトニクスによる

生命現象の理解と

医薬品の開発

3A-13-A
薬物代謝の分子機構とナノテクノロジーを
利用した分析法の開発 (1) 宇野公之

( 阪大 ・ 薬 )
3A-13-B

薬物代謝の分子機構とナノテクノロジーを
利用した分析法の開発 (2)

14 7/18( 水 ) 総合討論
3A-14-A

講師と受講生との総合討論
前期の講師を

中心に全講師3A-14-B

後　　　期

回 日 テーマ コード 題目 講師

1 10/10( 水 )
ナノフォトニクスとナ

ノデバイス

3B-1-A テラヘルツ波技術の基礎と応用
萩行正憲

( 阪大 ・ レーザー )3B-1-B 電磁メタマテリアル

2 10/17( 水 )
半導体ナノ結晶の

化学

3B-2-A 半導体ナノ結晶の化学 (1) 河合壯
( 奈良先端大･物質 )3B-2-B 半導体ナノ結晶の化学 (2)

3 10/24( 水 )
太陽電池とナノ化

学

3B-3-A
太陽電池の基礎および開発のための要

点 (1) 松村道雄
( 阪大 ・ 太陽 ) 

3B-3-B
太陽電池の基礎および開発のための要

点 (2)

4 10/31( 水 )
分子 ・ デバイス設

計とナノ化学

3B-4-A 光応答性機能分子材料化学 (1) 小畠誠也

( 大阪市大 ・ 工 ) 3B-4-B 光応答性機能分子材料化学 (2)

5 11/ 7( 水 )
分子 ・ デバイス設

計とナノ化学

3B-5-A
表面 ・ 界面における超分子集合体の形成

（1） 戸部義人
( 阪大 ・ 基礎工 )

3B-5-B
表面 ・ 界面における超分子集合体の形成

（2）

6 11/14( 水 )
ナノフォトニクスと

物質創生

3B-6-A ナノ構造物質の作製と光学応答 (1)
芦田昌明

( 阪大 ・ 基礎工 )3B-6-B ナノ構造物質の作製と光学応答 (2)

7 11/21( 水 ) ナノイメージング
3B-7-A 顕微計測のための光学 (1) 川田善正

( 静岡大 ・ 工 )3B-7-B 顕微計測のための光学 (2)

8 11/28( 水 )
ナノ細胞工学と再

生医療

3B-8-A
ナノ技術の再生医療 ・ 組織工学への応用

(1) 紀ノ岡正博
( 阪大 ・ 工 )

3B-8-B
ナノ技術の再生医療 ・ 組織工学への応用

(2)

9 12/ 5( 水 )
ナノバイオメカニク

ス

3B-9-A
細胞運動ダイナミクスの力学的理解と工

学応用 (1) 安達泰治
( 京大 ・ 再生医研 ) 

3B-9-B
細胞運動ダイナミクスの力学的理解と工

学応用 (2)

10 12/12( 水 )
メカノバイオフォトニ

クス

3B-10-A フォトンの力学作用と細胞操作
杉浦忠男

( 奈良先端大 ・ 情 )3B-10-B フォトンの力学作用と細胞制御

11 12/19( 水 )
ナノバイオ制御とエ

ネルギー利用

3B-11-A バイオマスによるエネルギー創生 (1)
三宅淳

( 阪大 ・ 基礎工 )3B-11-B バイオマスによるエネルギー創生 (2)

12  1/ 9( 水 )
バイオメディカルイ

メージング

3B-12-A 生体光干渉断層イメージング （OCT) (1)
春名正光

（阪大 ・ 産連本部）3B-12-B 生体光干渉断層イメージング （OCT) (2)

13  1/16( 水 )

【トピックス】

ナノフォト ・ メディシ

ン

3B-13-A
レーザーが拓くナノ診断 ・ 治療に向けて
(1) 粟津邦男

( 阪大 ・ 工 )
3B-13-B

レーザーが拓くナノ診断 ・ 治療に向けて
(2)

14  1/23( 水 ) 総合討論
3B-14-A

講師と受講生との総合討論
後期の講師を

中心に全講師3B-14-B
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ｺｰﾄﾞ 3A-1-A/B 講義日 4/11( 水 )

ﾃｰﾏ コース概要と生体

題目 コース概要、 生体の機能と構造 （1）

生体の機能と構造 （2）

講師 荒木勉

概　　　　　　要

究極の精密機械は生体であると言われる。 生

体を理解することで、 新しい機械設計や機能素

材のヒントが得られる可能性がある。 ここでは

ミクロ領域の生体構造と機能の合理性を物理

工学的な概念から解説する。

ｺｰﾄﾞ 3A-2-A/B 講義日 4/18( 水 )

ﾃｰﾏ 超分子とナノマシン

題目 超分子マテリアルの創成 (1) ・ （2）

講師 原田明

概　　　　　　要

高分子を集合させた超分子ポリマーを形成さ

せ、 ナノメータサイズの構造を構築し、 新たな

機能を追及する新たな分野について講義する。

分子の集合体であるがゆえに発現する動的な

機能についても述べる。  

ｺｰﾄﾞ 3A-3-A/B 講義日 4/25( 水 )

ﾃｰﾏ 微小作用力と界面ナノ化学

題目 界面 ・ 微粒子の新分析法 (1) ・ （2）

講師 渡會仁

概　　　　　　要

厚さが１nm レベルの液液界面で起こる触媒反

応やキラル認識反応を測定する分光計測法と

その応用例を解説する。また、レーザー光泳動、

誘電泳動、 磁気泳動、 および電磁泳動などの

微小作用力を用いて単一微粒子を分析する新

しい手法を紹介する。 特に、 磁場を利用する

新規な分離 ・ 検出 ・ イメージング法の開発とそ

の応用例について解説する。

ｺｰﾄﾞ 3A-4-A/B 講義日 5/9( 水 )

ﾃｰﾏ 分子 ・ デバイス設計とナノ化学

題目 光化学とレーザー時間分解分光 （1）・（2）

講師 宮坂博

概　　　　　　要

有機分子の電子励起状態の特徴、 反応挙動

（光化学過程） について説明する。 また電子励

起状態分子の反応の検出に必要なレーザー時

間分解測定法の原理と応用例、 レーザーを用

いた化学反応の制御法についても紹介する。

ｺｰﾄﾞ 3A-5-A/B 講義日 5/16( 水 )

ﾃｰﾏ 光エネルギーの化学的利用

題目 光触媒の原理と応用 (1) ・ （2）

講師 平井隆之

概　　　　　　要

半導体を中心とする光触媒材料の動作原理に

ついて概説する。 さらに、 エネルギー変換 （水

の光分解による水素製造）、 環境浄化 （有害

物質等の分解）、 有機合成反応への応用など

の具体例について解説する。

ｺｰﾄﾞ 3A-6-A/B 講義日 5/23( 水）

ﾃｰﾏ 分子 ・ デバイス設計とナノ化学

題目 ナノ粒子の分光 ・ 光学特性とナノフォトニ
クスへの応用 (1) ・ （2）

講師 朝日剛

概　　　　　　要

ナノ粒子の光学応答や分光特性と粒子サイズ

の関係について、 金属、 無機半導体、 有機材

料ごとにその特徴を概論する。 また、 最新の

ナノ粒子の作製技術とともに、 化学 ・ バイオ分

析への応用例を紹介する。

ｺｰﾄﾞ 3A-7-A/B 講義日 5/30( 水 )

ﾃｰﾏ 分子 ・ デバイス設計とナノ化学

題目 分子系の二光子吸収とその応用 (1) ・ （2）

講師 鎌田賢司

概　　　　　　要

近年種々の応用が期待されている分子系の二 

光子吸収過程について、 その基礎的な概念と 

分子構造との関係、 評価方法の原理と実例、  

三次非線形光学定数との関係、 そして、 その

応用についてまでを紹介する。  

ｺｰﾄﾞ 3A-8-A/B 講義日 6/6( 水 )

ﾃｰﾏ フォトニクスとナノ加工

題目 バイオフォトニクス顕微鏡とマイクロ ・ ナノ
光加工 (1) ・ （2）

講師 伊東一良

概　　　　　　要

超短光パルスによる２光子吸収や４光波混合な

どの、 非線形光学現象を利用した、 生細胞内

部観察のための、 非侵襲的 3 次元顕微分光イ

メージングの試みと、非線形光吸収を利用して、  

生きた細胞内部を加工したり、 ガラス内部に光

デバイスを集積したり、 ガラス同士を接合する

試みなどについて紹介する。
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ｺｰﾄﾞ 3A-9-A/B 講義日 6/13( 水 )

ﾃｰﾏ ナノレーザーフォトニクス

題目 超短パルスレーザーの原理と制御

レーザー制御の応用

講師 橋本守

概　　　　　　要

前半は、 超短パルスレーザーの動作原理から

始まり、 レーザー光の増幅、 波長変換、 レー

ザーの波長安定化、 パルスレーザーの発振間

隔の安定制御 （光コム）、 複数レーザーの同

期方法等について講義する． 後半は， 超短パ

ルスレーザーの制御の応用例， 特に非線形光

学顕微鏡等への応用例について講義する。

ｺｰﾄﾞ 3A-10-A/B 講義日 6/20( 水 )

ﾃｰﾏ 顕微鏡の光学とバイオイメージング

題目 顕微鏡による結像の原理と空間分解能
共焦点顕微鏡、 非線形光学顕微鏡、 超
解像顕微鏡、 および最新のバイオイメー
ジング技術

講師 藤田克昌

概　　　　　　要

各種光学顕微鏡の結像理論を中心に、 その解

像能力や各種観察法の長所・短所を解説する。

共焦点顕微鏡や多光子顕微鏡等の最先端顕

微鏡の原理、 特徴から応用についても概説す

る。

ｺｰﾄﾞ 3A-11-A/B 講義日 6/27( 水 )

ﾃｰﾏ 計算科学その基礎と応用

題目 産業界で用いられている計算科学とその
将来展望 (1) ・ （2）

講師 中村振一郎

概　　　　　　要

計算科学は、 有機機能材料、 無機固体触媒 ・

固体材料触媒などの開発設計に用いられてい

る。 その基礎的な側面を詳説したあと、 幾つか

の （世界の産業界の） 実例を紹介する。

ｺｰﾄﾞ 3A-12-A/B 講義日 7/4( 水 )

ﾃｰﾏ 分子 ・ デバイス設計とナノ化学

題目 ナノテクノロジーを支える分析技術 (1) ・
（2）

講師 石田英之

概　　　　　　要

分析支援 （アウトソーシング）  市場の現状 ・

今後の展望について紹介し、 実際にナノテク分

野で分析 ・ 解析支援を行っている東レリサーチ

センターの活動概要を紹介する。 ナノテク分野

における分析支援の実例を 6-7 件紹介する。

半導体 ・ 高分子 ・ 燃料電池 ・ バイオ等幅広い

分野の実例を紹介する。

ｺｰﾄﾞ 3A-13-A/B 講義日 7/11( 水 )

ﾃｰﾏ 【トピックス】 フォトニクスによる生命現象の

理解と医薬品の開発

題目 薬物代謝の分子機構とナノテクノロジーを
利用した分析法の開発 (1) ・ （2）

講師 宇野公之

概　　　　　　要

医薬品を開発し、適正に使用していくためには、

薬物代謝のメカニズムを理解することがきわめ

て重要である。 本講義では、 医薬品開発と薬

物代謝との関わりについて概説し、 その研究

手法としてナノテクノロジーがどのように利用さ

れるか考察する。

ｺｰﾄﾞ 3A-14-A/B 講義日 7/18( 水 )

ﾃｰﾏ 総合討論

題目 講師と受講生との総合討論

講師 前期の講師を中心に全講師

概　　　　　　要

講義内容のさらなる理解を深めるため講師と受

講生が集まり、 総合的な質疑応答を行なう。

ｺｰﾄﾞ 3B-1-A/B 講義日 10/10( 水 )

ﾃｰﾏ ナノフォトニクスとナノデバイス

題目 テラヘルツ波技術の基礎と応用

電磁メタマテリアル

講師 萩行正憲

概　　　　　　要

テラヘルツ波は 0.1 ～ 10THz の電磁波を指し、

近年急速にその技術と応用が進歩している。

また、 電磁メタマテリアルは、 波長よりも小さな

構造物を並べて作製した人工構造体で、 有効

誘電率や有効透磁率が自然界にある物質では

得られない値を有するものである。本講義では、

この 2 つの内容について基礎と最近の発展に

ついて紹介する。
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ｺｰﾄﾞ 3B-2-A/B 講義日 10/17( 水 )

ﾃｰﾏ 半導体ナノ結晶の化学

題目 半導体ナノ結晶の化学 （1） ・ （2）

講師 河合壯

概　　　　　　要

半導体などのナノ微粒子、 ナノ結晶、 その会
合体などについて、 合成方法、 サイズに依存
した物性、 応用例について解説する。 また、
有機分子系と組み合わせた場合の興味深い光
応答、 新規機能材料としての可能性について
も、 最近の研究例を含めて紹介する。

ｺｰﾄﾞ 3B-3-A/B 講義日 10/24( 水 )

ﾃｰﾏ 太陽電池とナノ化学

題目 太陽電池の基礎および開発のための要

点 （1） ・ （2）

講師 松村道雄

概　　　　　　要

太陽電池は植物の光合成の機能を人工化した
ものと言うことが出来る。 しかし、 植物が分子
を巧みに配置し、 化学反応によって光エネルギ
ーの変換を行っていることと比べると、 太陽電
池の原理や構造ははるかに単純である。 両者
を対比しながら、 太陽電池の開発に必要な要
点を解説する。

ｺｰﾄﾞ 3B-4-A/B 講義日 10/31( 水 )

ﾃｰﾏ 分子 ・ デバイス設計とナノ化学

題目 光応答性機能分子材料化学 (1) ・ （2）

講師 小畠誠也

概　　　　　　要

光に応答して分子構造を変え、 分子の持つ性
質が変化するフォトクロミック反応に関し、 光化
学の基礎から紹介する。 フォトクロミック反応の
原理、 分子材料の設計、 評価方法に関して詳
述する。

ｺｰﾄﾞ 3B-5-A/B 講義日 11/7( 水 )

ﾃｰﾏ 分子 ・ デバイス設計とナノ化学

題目 表面 ・ 界面における超分子集合体の形
成 (1) ・ （2）

講師 戸部義人

概　　　　　　要

分子が自己集合することにより形成される超分
子集合体は、 ボトムアップ型ナノサイエンスの
基礎である。 高度に制御された自己集合体を
形成するための駆動力と要因から解説し、 溶
液中や固体表面あるいは固液界面において形
成される集合体の例と応用の可能性について
紹介する。

ｺｰﾄﾞ 3B-6-A/B 講義日 11/14( 水 )

ﾃｰﾏ ナノフォトニクスと物質創生

題目 ナノ構造物質の作製と光学応答 (1) ・ （2）

講師 芦田昌明

概　　　　　　要

ナノ構造に閉じ込められた電子状態の特徴とそ
の応用について、 光学応答を中心に概説する。
さらに、 ナノ構造物質の作製法について触れた
後、 光による運動制御やナノとマイクロの中間
サイズ領域に見られる新奇光学応答など、 最
新の研究内容についても紹介する。 　

ｺｰﾄﾞ 3B-7-A/B 講義日 11/21( 水 )

ﾃｰﾏ ナノイメージング

題目 顕微計測のための光学 (1) ・ （2）

講師 川田善正

概　　　　　　要

本講義では、 バイオ、 ナノテクノロジーなどへ
の応用するための顕微鏡の光学系について、
結像原理などの基礎から、 顕微鏡システム等
について概説する。 より高分解能を実現するた
め、 非線形光学光学顕微鏡、 近接場光学顕
微鏡などについても紹介する。  

ｺｰﾄﾞ 3B-8-A/B 講義日 11/28( 水 )

ﾃｰﾏ ナノ細胞工学と再生医療

題目 ナノ技術の再生医療 ・ 組織工学への応
用 (1) ・ （2）

講師 紀ノ岡正博

概　　　　　　要

培養面のナノスケールで凹凸を細胞は検出し、
細胞形態が変化する。 また、 培養表面の接着
タンパク量などによっても変化する。 細胞形態
は、 細胞の増殖、 分化に大きく寄与しており、
再生医療の移植用途での細胞調整は重要な工
程となる。 ここでは、 ナノスケールでの細胞制
御の解説から、 応用としてマクロスケールでの
大量培養まで紹介する。

ｺｰﾄﾞ 3B-9-A/B 講義日 12/5( 水 )

ﾃｰﾏ ナノバイオメカニクス

題目 細胞運動ダイナミクスの力学的理解と工
学応用 (1) ・ （2）

講師 安達泰治

概　　　　　　要

細胞運動における構造 ・ 機能ダイナミクスは、
分子レベルにおける力学 ・ 生化学因子の複雑
な相互作用の結果として観察される。 このナノ
スケールから階層化されたミクロスケールの細
胞運動ダイナミクスを力学的に理解し、 その制
御による工学応用について述べる。  
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ｺｰﾄﾞ 3B-10-A/B 講義日 12/12( 水 )

ﾃｰﾏ メカノバイオフォトニクス

題目 フォトンの力学作用と細胞操作

フォトンの力学作用と細胞制御

講師 杉浦忠男

概　　　　　　要

フォトンの力学作用である放射圧を用いたマイ
クロマニピュレーション法や計測技術が開発さ
れている。 細胞操作や細胞の力学特性計測に
注目し、 細胞中のナノメトリックな構造などを制
御 ・ 計測する手法について概説する。

ｺｰﾄﾞ 3B-11-A/B 講義日 12/19( 水 )

ﾃｰﾏ ナノバイオ制御とエネルギー利用

題目 バイオマスによるエネルギー創生（1)・（2）

講師 三宅淳

概　　　　　　要

再生可能エネルギーは ､ 太陽光 ､ 風力などを
中心に大量に存在するものの ､ 波動 ・ 間欠的
であり ､ そのままでは利用しにくい。 バッテリー
等による平準化 ・ 蓄電は高価であり ､ 環境破
壊の原因にもなりかねない。 一方 ､ バイオマス
はそれ自体がエネルギー貯蔵物質であるため
に ､ 上記の波動性がなく ､ メタン ・ 水素発酵と
発電機を用いれば ､ 任意の時間に電力を生み
出すことができる。 小規模な地域エネルギー供
給には有用である。ただし ､ バイオマスは農業・
林業によってもたらされるものが多く ､ 量に限り
があることと ､ その特性から他の分散エネルギ
ーと連携して用いることで実用的になるものと
考えられる。
講義では ､ 単に多く作る方法を示すよりも ､ ど
のような場合に有用か ､ どのような問題がある
かについてその本質を述べたい。 エネルギーと
しての物理的な特性 ､ 特にエントロピー的な視
点から概説し ､ 既存のエネルギー体系とどのよ
うに組み合わせれば最も有効であるかなど ､ エ
ネルギーとしての利用方法について議論する。
上記の基礎として ､ バイオマスを合成する光合
成反応について ､ その物理的な仕組みを講義
する。 光合成の最初の段階は光量子による電
荷分離反応であり ､ 太陽電池の機能に極めて
近い。 反応装置のナノサイズの構造 ､ 一電子
反応の仕組みなどの概説を行い、 エネルギー
問題を深く考えるための機会となれば幸いであ
る。

ｺｰﾄﾞ 3B-12-A/B 講義日 1/9( 水 )

ﾃｰﾏ バイオイメージング

題目 生体光干渉断層イメージング （OCT) （1)・
（2）

講師 春名正光

概　　　　　　要

光干渉を用いた断層イメージング （ＯＣＴ） は、
生体表皮下で深さ 1 ～２ mm に渡っておよそ
10 μ m の分解能で断層イメージを取得できる
技術で、 現在、 網膜や動脈硬化の診断に利用
されている。 OCT は光エレクトロニクスの先端
技術を取り入れて、 今も活発に開発研究が行
われている。 本講義では、 OCT の原理、 臨床
診断、 最近の技術展開および将来展望につい
て平易に解説する。

ｺｰﾄﾞ 3B-13-A/B 講義日 1/16( 水 )

ﾃｰﾏ 【トピックス】 ナノフォト ・ メディシン

題目 レーザーが拓くナノ診断 ・ 治療に向けて
(1) ・ （2）

講師 粟津邦男

概　　　　　　要

中赤外領域のレーザーが拓く新しいナノ分子レ
ベルでの診断 ・ 治療についてお話する。 細胞
や生体組織などの構造体に対して特長のある
吸収を持つ様々な赤外波長のレーザーを照射
することにより， 疾患などの特定部位を選択的
に励起し、 相互作用を生じさせることが可能と
なってきた。 これによりレーザー医療はさらに
ナノレベルで疾患選択性の高い治療法となる。
講義では、 近い将来実現するであろう疾患選
択性の高いナノフォトメディシン実現への道のり
について紹介する。

ｺｰﾄﾞ 3B-14-A/B 講義日 1/23( 水 )

ﾃｰﾏ 総合討論

題目 講師と受講生との総合討論

講師 後期の講師を中心に全講師

概　　　　　　要

講義内容のさらなる理解を深めるため講師と受
講生が集まり、 総合的な質疑応答を行なう。
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コース４． ナノ構造 ・ 機能計測解析学

　ナノ構造の構造解析データは主に透過電子顕微鏡およびプローブ顕微鏡によって得られる。さらに、ナ

ノ構造の機能を学理的に理解する上でも構造解析データは必須となっている。本講義においては、透過電

子顕微鏡法およびプローブ顕微鏡法により最先端研究を推進している講師が、基礎から説き起こし、その

応用、さらに最先端の装置、計測法、解析手法に至るまで具体例を含めて講義する。

 前　　期

回 日 テーマ コード 題目 講師

1 4/12( 木 )
透 過 電 子 顕 微 鏡

(TEM) 法概説

4A-1-A オリエンテーション
森博太郎

（阪大 ・ 超高圧）
4A-1-B 透過電子顕微鏡法概説

2 4/19( 木 )
電子顕微鏡のハー

ドウエア

4A-2-A 電子顕微鏡のハードウエア１
高井義造
（阪大 ・ 工）

4A-2-B 電子顕微鏡のハードウエア２

3 4/26( 木 ) 電子回折
4A-3-A 電子回折

森博太郎
（阪大 ・ 超高圧）

4A-3-B 回折コントラスト

4 5/10( 木 )
高分解能 TEM 観察

の基礎

4A-4-A 高分解能観察の基礎１
竹田精治

（阪大 ・ 産研）
4A-4-B 高分解能観察の基礎２

5 5/17( 木 )
走査透過電子顕微
鏡 (STEM) 法 の 基
礎

4A-5-A STEM の基礎１
今野豊彦

（東北大 ・ 金研）
4A-5-B STEM の基礎２

6 5/24( 木 )
TEM/STEM 像

シミュレーション

4A-6-A 透過電子顕微鏡像計算１
荒河一渡

（阪大 ・ 超高圧）
4A-6-B 透過電子顕微鏡像計算２

7 5/31( 木 )
エネルギー分散型

Ｘ線分析

4A-7-A エネルギー分散型Ｘ線分析１
堀田善治
（九大 ・ 工）

4A-7-B エネルギー分散型Ｘ線分析２

8 6/ 7( 木 )
電子エネルギー

損失分光法

4A-8-A 電子エネルギー損失分光法の基礎
倉田博基

（京大 ・ 化研）
4A-8-B

電子エネルギー損失分光法による化学

結合解析

9 6/14( 木 ) 収束電子回折
4A-9-A 収束電子回折１

津田健治
（東北大 ・ 多元研）

4A-9-B 収束電子回折２

10 6/21( 木 )
プ ロ ー ブ 顕 微 鏡

（SPM） の基礎

4A-10-A プローブ顕微鏡１
菅原康弘
（阪大 ・ 工）

4A-10-B プローブ顕微鏡２

11 6/28( 木 )
電子線ホログラフ

ィー

4A-11-A 電子線ホログラフィー１
平山司
（ＪＦＣＣ）

4A-11-B 電子線ホログラフィー２

12 7/ 5( 木 )

走査型電子顕微鏡

（ＳＥＭ） のハードウェ

アと基礎

4A-12-A
走査型電子顕微鏡のハードウエアと基

礎１ 酒井朗
（阪大 ・ 基礎工）

4A-12-B
走査型電子顕微鏡のハードウエアと基

礎２

13 7/12( 木 )
電子線トモグラフィー

の基礎

4A-13-A 電子線トモグラフィーの基礎１
鷹岡昭夫

（阪大 ・ 超高圧）4A-13-B 電子線トモグラフィーの基礎２

14 7/19( 木 ) バイオ電顕の基礎
4A-14-A 極低温電顕、 バイオ電顕の基礎１

難波啓一
（阪大 ・ 生命）

4A-14-B 極低温電顕、 バイオ電顕の基礎２
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後　　　期

回 日 テーマ コード 題目 講師

1 10/11( 木 )
収差補正テクノロ

ジー

4B-1-A 収差補正電子光学系とその応用
高井義造
（阪大 ・ 工）

4B-1-B 画像処理に基づく収差補正技術

2 10/18( 木 )
収差補正電子光学の

基礎理論

4B-2-A 電子光学の基礎
西竜治

（阪大 ・ 超高圧）
4B-2-B 収差補正入門

3 10/25( 木 )
収差補正 STEM 最先

端イメージング

4B-3-A 収差補正 STEM 最先端イメージング１
阿部英司
（東大 ・ 工）

4B-3-B 収差補正 STEM 最先端イメージング２

4 11/ 1( 木 )
収差補正 TEM と

次世代イメージング

4B-4-A 収差補正 TEM と次世代イメージング１
山崎順

（名大・エコトピア）
4B-4-B 収差補正 TEM と次世代イメージング２

5 11/ 8( 木 )
そ の 場 ・ 環 境 TEM

観察

4B-5-A その場観察
竹田精治

（阪大 ・ 産研）
4B-5-B 環境 TEM 観察

6 11/15( 木 )
動的 TEM によるその

場高速観

4B-6-A 動的 TEM のハードウエア
保田英洋

（阪大 ・ 超高圧）
4B-6-B 動的 TEM によるその場高速観察

7 11/22( 木 ) その場特性計測
4B-7-A その場特性計測１

大島義文
（阪大 ・ 超高圧）

4B-7-B その場特性計測２

8 11/29( 木 )
鉄鋼材料におけるナ

ノ構造機能解析

4B-8-A 鉄鋼材料におけるナノ構造機能解析１
佐藤馨
（JFE）

4B-8-B 鉄鋼材料におけるナノ構造機能解析２

9 12/ 6( 木 )
半導体材料における

ナノ構造機能解析

4B-9-A
半導体材料におけるナノ構造機能解
析１ 酒井朗

（阪大 ・ 基礎工）

4B-9-B
半導体材料におけるナノ構造機能解
析２

10 12/13( 木 )
先端材料の電子エネ

ルギー損失分光解析

4B-10-A
先端材料の電子エネルギー損失分光

解析１ 武藤俊介
（名大 ・ 工）

4B-10-B
先端材料の電子エネルギー損失分光

解析２

11 12/20( 木 )
高分子材料における

ナノ構造解析

4B-11-A 高分子材料におけるナノ構造解析１
陣内浩司

（九大 ・ 先導研）
4B-11-B 高分子材料におけるナノ構造解析２

12 1/10( 木 )

半導体一次元ナノ材

料および極微結晶材

料のナノ構造機能解

析

4B-12-A 半導体一次元ナノ材料解析 河野日出夫
（阪大 ・ 理）

市川聡
（阪大 ・ ナノ）4B-12-B 極微結晶材料のナノ構造解析

13 1/17( 木 ) バイオナノマシーン
4B-13-A バイオナノマシーン１

難波啓一
（阪大 ・ 生命）

4B-13-B バイオナノマシーン２

14 1/24 ( 木 ) 全体討論
4B-14-A 全体討論 出来るだけ多く

の教員の参加を
予定4B-14-B 全体討論
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ｺｰﾄﾞ 4A-1-A 講義日 4/12( 木 )

ﾃｰﾏ 透過電子顕微鏡 （TEM） 法概説

題目 オリエンテーション

講師 森博太郎

概　　　　　　要

本コースで行われる講義の全体を俯瞰するとと
もに、 各種のナノ構造 ・ 機能計測解析法のな
かにおける電子顕微鏡法の特長 ・ 利点につい
て述べる。 材料の示す機能をそのナノ構造と
関連付けながら解析することの重要性について
も講述する。

ｺｰﾄﾞ 4A-1-B 講義日 4/12( 木 )

ﾃｰﾏ 透過電子顕微鏡 （TEM） 法概説

題目 透過電子顕微鏡法概説

講師 森博太郎

概　　　　　　要

透過電子顕微鏡法の原理、 装置、 および結像
理論を概説する。 この中には、 電子回折、 反
射の励起、 制限視野回折、 明視野法、 暗視
野法の基礎的事項が含まれる。 さらに、 物質
極微プロセスの動的解析に有効なその場観察
法についても解説する。

ｺｰﾄﾞ 4A-2-A/B 講義日 4/19( 木 )

ﾃｰﾏ 電子顕微鏡のハードウエア

題目 電子顕微鏡のハードウエア１ ・ ２

講師 高井義造

概　　　　　　要

電子銃、 高電圧回路、 電子レンズ、 電子の検
出 ・ 記録系等の電子顕微鏡のハードウエアに
ついて開発の歴史から将来展望までを紹介す
る。 特に、 電子の放出現象と電子波の可干渉
性や、 電子と固体との相互作用と回折現象、
電子レンズによる結像と光学的伝達特性、 なら
びに電子の検出 ・ 記録に関する物理の基礎を
概説する。

ｺｰﾄﾞ 4A-3-A 講義日 4/26( 木 )

ﾃｰﾏ 電子回折

題目 電子回折

講師 森博太郎

概　　　　　　要

ブラッグの公式から、 本格的な電子回折理論
までを、 できるだけ分かりやすく説明する。 実
際に透過型電子顕微鏡を利用する際に必要な
技術も合わせて説明することで、 より理解を深
めてもらえるようにする。

ｺｰﾄﾞ 4A-3-B 講義日 4/26( 木 )

ﾃｰﾏ 電子回折

題目 回折コントラスト

講師 森博太郎

概　　　　　　要

明視野像、 暗視野像、  弱ビーム像の原理と実
際を説明する。 転位の周りのひずみ場、 積層
欠陥およびコラム近似など回折コントラストを理
解するための勘所をできるだけ具体例も交えて
説明する。

ｺｰﾄﾞ 4A-4-A/B 講義日 5/10( 木 )

ﾃｰﾏ 高分解能 TEM 観察の基礎

題目 高分解能観察の基礎１ ・ ２

講師 竹田精治

概　　　　　　要

透過電子顕微鏡による原子レベル高分解能像
の観察に必要な基礎的知識について説明す
る。 ここでは、 「波動光学的結像理論」 に基い
て、 結晶格子像、 結晶構造像の結像原理につ
いて説明し、 それらの応用例を紹介する。

ｺｰﾄﾞ 4A-5-A/B 講義日 5/17 ( 木 )

ﾃｰﾏ 走査透過電子顕微鏡 （STEM） 法の

基礎

題目 STEM の基礎１ ・ ２

講師 今野豊彦

概　　　　　　要

近年の著しい電子顕微鏡基盤技術の進歩によ
り、 電子ビームを 1 Åをきるサイズにまで絞り
込むことが可能となった。 この極微小ビームを
走査プローブとする透過型電子顕微鏡 (STEM)
法では、 従来型とは異なる結像方式によるユ
ニークな局所構造情報の取得が可能となる。
実際の解析例を交えながら、 最先端 STEM 法
の基礎を講義する。
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ｺｰﾄﾞ 4A-6-A/B 講義日 5/24( 木 )

ﾃｰﾏ TEM/STEM 像シミュレーション

題目 透過電子顕微鏡像計算１ ・ ２

講師 荒河一渡

概　　　　　　要

TEM および STEM 像は、 試料による電子の散
乱および磁場レンズの収差などによって大きく
変化する。 そのため、 TEM/STEM 像を正しく
解釈するためには、 像計算が必要となる。 像
計算の原理と方法の概要を説明した後に、 像
計算用のソフトウェアを利用して、 計算の実例
を示す。

ｺｰﾄﾞ 4A-7-A/B 講義日 5/31 （木）

ﾃｰﾏ エネルギー分散型Ｘ線分析

題目 エネルギー分散型Ｘ線分析１ ・ ２

講師 堀田善治

概　　　　　　要

電子線照射により発生する特性 X 線の強度を
測定して微小領域の定量分析ができることを解
説する。 まず、 特性 X 線の発生、 検出原理を
知るとともに、 比例法 （クリフ ・ ロリマー法） を
学んで組成決定の仕方を知り、 さらに吸収や
蛍光の影響を学んで定量分析の精度について
議論する。

ｺｰﾄﾞ 4A-8-A/B 講義日 6/7 （木）

ﾃｰﾏ 電子エネルギー損失分光法

題目 電子エネルギー損失分光法の基礎
電子エネルギー損失分光法による化学結
合解析

講師 倉田博基

概　　　　　　要

電子エネルギー損失分光法 （EELS） の物理
的基礎とその特徴を述べた後、 透過電子顕微
鏡 (TEM) や走査型透過電子顕微鏡 (STEM) と
組み合わせた元素分析や化学結合状態の解
析について解説する。 特に、 セラミックスや半
導体等をナノメーター以下の分解能で計測した
結果を中心に紹介する。

ｺｰﾄﾞ 4A-9-A/B 講義日 6/14( 木 )

ﾃｰﾏ 収束電子回折

題目 収束電子回折１ ・ ２

講師 津田健治

概　　　　　　要

局所的な結晶格子の歪みや結晶構造解析の
みならず静電ポテンシャル ・ 電子分布の解析
まで可能になりつつある収束電子回折法につ
いて、 通常の電子回折法との違い、  何が得ら
れて何が解析できるか、 基本的な解析方法と
その例、 応用例、 最新の研究動向について解
説する。

ｺｰﾄﾞ 4A-10-A/B 講義日 6/21( 木 )

ﾃｰﾏ プローブ顕微鏡 （SPM） の基礎

題目 プローブ顕微鏡１ ・ ２

講師 菅原康弘

概　　　　　　要

物質表面の局所的な様々な情報 （例えば、 形
状、 状態密度、 電位分布、 磁気分布、 静電
容量の分布など） を観察できる走査型プローブ
顕微鏡の原理と装置構成について述べる。

ｺｰﾄﾞ 4A-11-A/B 講義日 6/28( 木 )

ﾃｰﾏ 電子線ホログラフィー

題目 電子線ホログラフィー１･２

講師 平山司

概　　　　　　要

まず、 電子が波であることを直接的に示す実
験の解説をし、 電子の波と電場 ・ 磁場との相
互作用について述べる。 次に電子線ホログラ
フィーの原理と手法について説明した後、 磁性
体の磁力線観察や半導体内電位分布観察の
例を示し、 材料科学やデバイス工学に役立て
ていく試みについて紹介する。
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ｺｰﾄﾞ 4A-12-A/B 講義日 7/5( 木 )

ﾃｰﾏ 走査型電子顕微鏡 (SEM) のハードウェア
と基礎

題目 走査型電子顕微鏡のハードウエアと基礎
１ ・ ２

講師 酒井朗

概　　　　　　要

SEM観察に必要な基礎的知識について説明する。
１． 走査型電子顕微鏡 (SEM) の概要 ： SEM の
　　 原理、 SEM の構成、 電子線源、 計数系
２． SEM 像の基礎 ： 試料内での電子の振る舞
　　 い。 反射電子、 ２次電子
３． SEM 像コントラスト ： 凹凸像、 組成像、 チ
　　 ャネリング ・ コントラスト
４． 応用例と発展 ： 結晶領域の観察、 EBIC、　
　　 EPMA、  micro-CL、  EBSD、 etc.

ｺｰﾄﾞ 4A-13-A/B 講義日 7/12( 木 )

ﾃｰﾏ 電子線トモグラフィーの基礎

題目 電子線トモグラフィーの基礎１ ・ ２

講師 鷹岡昭夫

概　　　　　　要

電子顕微鏡を利用したミクロな立体観察法 （ト
モグラフィー）  の原理と応用について講義す
る。 試料作製法、装置の構成、投影像の集積、
立体像の構築、 および、 像の立体表示につい
て解説し、 その応用例として細胞生物学、 病
理学診断、 複合材料組織、 および、 集積デバ
イスに関する３次元構造析について講義する。

ｺｰﾄﾞ 4A-14-A/B 講義日 7/19( 木 )

ﾃｰﾏ バイオ電顕の基礎

題目 極低温電顕、 バイオ電顕の基礎１ ・ ２

講師 難波啓一

概　　　　　　要

生命機能のしくみを解明し、 ナノメディシンやナ
ノテクノロジーに役立てるため、 生体超分子ナ
ノマシンの立体構造解析法や細胞内超分子の
観察法など、 極低温電子顕微鏡を用いたバイ
オ観察の基礎について概説する。

ｺｰﾄﾞ 4B-1-A 講義日 10/11( 木 )

ﾃｰﾏ 収差補正テクノロジー

題目 収差補正電子光学系とその応用

講師 高井義造

概　　　　　　要

電子顕微鏡の光学的伝達特性を改善する収差

補正電子光学系について説明し、 対物レンズ

の収差補正電子光学系の導入によって可能に

なった表面 ・ 界面における正確な原子構造な

どの最新の応用研究を紹介する。

ｺｰﾄﾞ 4B-1-B 講義日 10/11( 木 )

ﾃｰﾏ 収差補正テクノロジー

題目 画像処理に基づく収差補正技術

講師 高井義造

概　　　　　　要

次世代電子顕微鏡の要素技術開発の中で， 重

要な波動場再構成法と呼ばれる画像処理法を

利用した収差補正技術や、 色収差の影響を軽

減できる動的ホローコーン照明技術を解説す

る。 特に， 焦点位置を変化させて撮影した複

数枚の各画像に光学的伝達特性から求まる重

み係数をかけて積算することで収差の影響を取

り除く焦点位置変調法を紹介し、 その実時間処

理技術や３次元フーリエフィルタリング技術につ

いて解説する。

ｺｰﾄﾞ 4B-2-A/B 講義日 10/18( 木 )

ﾃｰﾏ 収差補正電子光学の基礎理論

題目 電子光学の基礎

収差補正入門

講師 西竜治

概　　　　　　要

電子光学の基礎理論と収差補正について述べ

る。 回転対称系での近軸軌道および収差、 ４

極子レンズ、 収差補正について解説する。
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ｺｰﾄﾞ 4B-3-A/B 講義日 10/25( 木 )

ﾃｰﾏ 収差補正 STEM 最先端イメージング

題目 収差補正 STEM 最先端イメージング
１ ・ ２

講師 阿部英司

概　　　　　　要

近年の磁場レンズ収差補正技術の開発により、

電子ビームを 1 Å以下の領域にまで絞り込む

ことが可能となった。 この極微小ビームを走査

プローブとする透過型電子顕微鏡 (STEM) 法で

は、 従来型とは異なる結像方式によるユニーク

な局所構造情報の取得が可能となる。 実際の

解析例を交えながら、 最先端 STEM 法の基礎

を講義する。

ｺｰﾄﾞ 4B-4-A/B 講義日 11/1( 木 )

ﾃｰﾏ 収差補正 TEM と次世代イメージング

題目 収差補正 TEM と次世代イメージング
１ ・ ２

講師 山崎順

概　　　　　　要

近年実用化された収差補正 TEM を用いた物質

構造解析について、 分解能の向上を初めとす

る様々な長所そして短所を解説し、 ナノ構造 ・

ナノ材料への応用例を紹介する。 また、 次世

代の新たなイメージング法として注目を集めて

いる回折顕微法についても、 手法の解説と最

新動向の紹介をおこなう。

ｺｰﾄﾞ 4B-5-A/B 講義日 11/8( 木 )

ﾃｰﾏ その場 ・ 環境 TEM 観察

題目 その場観察
環境 TEM 観察

講師 竹田精治

概　　　　　　要

これまで透過電子顕微鏡法は原子スケールで

の物質の構造評価のために主に利用されてき

たが、 最近では、 試料周辺の環境を制御する

ことで、 物質の合成プロセスの観察や、 物質

が機能を発揮している状態での観察が可能と

なってきた。 この環境制御型 TEM について基

礎から応用までを実例も交えて紹介する。

ｺｰﾄﾞ 4B-6-A/B 講義日 11/15( 木 )

ﾃｰﾏ 動的 TEM によるその場高速観察

題目 動的 TEM のハードウエア
動的 TEM によるその場高速観察

講師 保田英洋

概　　　　　　要

TEM の特長は、 広い視野の中から必要な領域

の組織と原子構造に関する情報を高い空間分

解能で観察できることである。 これに時間分解

能の情報を加えたその場観察法は、 材料極微

プロセスの解析に有効な手段となっている。 こ

こでは、 高い時間分解能の動的 TEM の特長と

その応用例について紹介する。

ｺｰﾄﾞ 4B-7-A/B 講義日 11/22( 木 )

ﾃｰﾏ その場特性計測

題目 その場特性計測１ ・ ２

講師 大島義文

概　　　　　　要

顕微鏡で構造観察しながら、 その電気伝導を

その場計測する手法を解説する。 実際の計測

例として、 自由電子を担い手とする金属の電気

伝導が、 バリスティック伝導を示すことや原子

配列に敏感であることを紹介する。

ｺｰﾄﾞ 4B-8-A/B 講義日 11/29( 木 )

ﾃｰﾏ 鉄鋼材料におけるナノ構造機能解析

題目 鉄鋼材料におけるナノ構造機能解析
１ ・ ２

講師 佐藤馨

概　　　　　　要

最新鋭の分析電子顕微鏡や低加速電圧走査

電子顕微鏡が与える各種画像情報と組成情報

が先端鉄鋼材料の設計や開発をどのように先

導しているかを紹介する。
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ｺｰﾄﾞ 4B-9-A/B 講義日 12/6( 木 )

ﾃｰﾏ 半導体材料におけるナノ構造機能解析

題目 半導体材料におけるナノ構造機能解析
１ ・ ２

講師 酒井朗

概　　　　　　要

今日多くの電子 ・ 光デバイスへ応用されている

半導体薄膜結晶に対する透過電子顕微鏡評価

技術について解説する。 種々の結晶成長法に

よって作製された IV 族系、 III-V 族系ナノスケ

ール半導体薄膜の結晶構造や格子欠陥の観

察結果を実例として、 解析手法とその原理、 さ

らには薄膜成長 ・ 欠陥形成機構について講義

する。

ｺｰﾄﾞ 4B-10-A/B 講義日 12/13( 木 )

ﾃｰﾏ 先端材料の電子エネルギー損失分光解
析

題目 先端材料の電子エネルギー損失分光解
析１ ・ ２

講師 武藤俊介

概　　　　　　要

透過電子顕微鏡に付随した電子エネルギー損

失分光法 （EELS）  を使った先端材料分析の

実例を易しく解説する。 特に異なる化学状態の

物質中の分布をナノメートルオーダーでイメー

ジングする手法に力点を置きたい。

ｺｰﾄﾞ 4B-11-A/B 講義日 12/20( 木 )

ﾃｰﾏ 高分子材料におけるナノ構造機能解析

題目 高分子材料におけるナノ構造機能解析
１ ・ ２

講師 陣内浩司

概　　　　　　要

自動車関連はもちろんのこと、 宇宙 ・ 航空機、

家電、 コンピューター、 携帯電話、 衣料、 医療、

土木建築材料、 包装材料などハイテク製品か

ら日用品に至るまで高分子関連材料の無い生

活は考えられない。 電子線トモグラフィー法な

どを用いた高分子が作るナノ構造の解析例と

新材料への応用などを紹介する。

ｺｰﾄﾞ 4B-12-A 講義日 1/10( 木 )

ﾃｰﾏ 半導体一次元ナノ材料および極微結晶材
料のナノ構造機能解析

題目 半導体一次元ナノ材料解析

講師 河野日出夫

概　　　　　　要

ナノワイヤなどのさまざまな半導体ナノ構造が

注目を集めています。 私たちの研究内容を題

材に、 この分野において電子顕微鏡法がどの

ように利用できるのかを紹介します。

ｺｰﾄﾞ 4B-12-B 講義日 1/10( 木 )

ﾃｰﾏ 半導体一次元ナノ材料および極微結晶材
料のナノ構造機能解析

題目 極微結晶材料のナノ構造解析

講師 市川聡

概　　　　　　要

ナノ結晶 ・ 超微粒子は、 バルクとは異なる特

異な性質を示す。 これらの諸性質と電子顕微

鏡を用いた構造解析事例について紹介する。

ｺｰﾄﾞ 4B-13-A/B 講義日 1/17( 木 )

ﾃｰﾏ バイオナノマシーン

題目 バイオナノマシーン１ ・ ２

講師 難波啓一

概　　　　　　要

細菌べん毛やウイルスを例として、 生体超分

子ナノマシンの極低温電子顕微鏡像解析法や

Ｘ線回折法による高分解能立体構造解析の現

状と未来、 構造に基づいて解明された自己構

築のしくみや高精度スイッチ機構について概説

する。

ｺｰﾄﾞ 4B-14-A/B 講義日 1/24( 木 )

ﾃｰﾏ 全体討論

題目 全体討論

講師 出来るだけ多くの教員の参加を予定

概　　　　　　要

本コースで行われた講義全体を振り返りつつ、

受講生と質疑応答を行う。
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参考 ： H23 年度　短期実習テーマ一覧

（H24 年度の短期実習もこれに準拠して行われますが、詳細についてはナノプログラムのホームページ上

に掲載します。）

１．ナノマテリアル ・ ナノデバイスデザイン学　実習テーマ

　第一原理計算に基づきナノマテリアルやこれを用いたナノデバイスの設計を行うための量子シミュレー

ション手法を修得することを目的とした集中講義（講義とチュートリアルの併用）を行う。

材料科学、物質科学は、２１世紀においても社会の技術基盤の発展を支える中心的な役割を果たすと考え

られているが、これまでの経験的な組み合わせ論的新素材開発手法のみでは、新しい知見に到達するまで

の研究の効率化と省資源化・環境調和性の実現についての総合的検討の現代の必要性に対処できないであ

ろう。コンピュテーショナル・マテリアルズ・デザイン (CMD) の手法は、このような状況におけるブレー

クスルーとなる可能性が極めて高いと期待されている。この実習は CMD の可能性を展望するとともに、そ

の基本となる最先端の計算手法を学び、実際にマテリアルズ・デザインを体験することにより、物質科学

の新しいパラダイムに対応できる基礎能力をつけることを目的としている。①第一原理計算の基礎、②マ

テリアルデザインの基礎と応用、③ MACHIKANEYAMA2002 実習、④ STATE-Senri 実習、⑤ Osaka2k 実習、

⑥ ABCAP 実習、⑦ NANIWA-Series 実習、⑧ ES-OPT 実習、⑨ RSPACE 実習、⑩ HiLAPW 実習、⑪その他、

を含む以下の４コースから一つを選んで受講する。

平成２３年度９月実施時のプログラムについては

  http://ann.phys.sci.osaka-u.ac.jp/CMD/index.html

を参照のこと。

教科書：計算機マテリアルデザイン入門（大阪大学出版会）、密度汎関数法の発展—マテリアルデザインへ

の応用—（シュプリンガー）

コース

1C-1）計算機ナノマテリアルデザイン基礎チュートリアルコース

　CMD 先端事例講義

　・第一原理計算の基礎理論講義

　・第一原理計算入門実習 (３種類のコード）

1C-2）計算機ナノマテリアルデザイン専門チュートリアルコース

　CMD 先端事例講義

　・CMD 実習（５種類のコードの内から２種類を選 択）

1C-3）計算機ナノマテリアルデザインスパコンチュートリアルコース

　CMD 先端事例講義

　・CMD 実習（指定された１種類のコードについてスパコンを用いて実習を行う）

1C-4）計算機ナノマテリアルデザイン先端チュートリアルコース

　CMD 実践研究（実際の問題に CMD を適用し問題解決、 マテリアルデザインを行う）

　・CMD 先端事例講義
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２． ナノエレクトロニクス ・ ナノ材料学　実習テーマ

「電子線リソグラフィによる微細構造の作製と評価」

本機構が有する “ 電子線リソグラフィ ” システムを用い、電子線リソグラフィの一連のプロセスを実際に

体験することで、トップダウンの超微細加工プロセスの手法の一つを学んでいただく。

具体的なプログラムの例を次に示す。

１）基板準備

ウェハからの試料の切り出し、基板洗浄、レジスト塗布、プリベーク、試料室への基板搬入、などの

前準備を行なう。

２）電子線描画

電子線描画装置のＣＡＤを用い、作製したいパターンの設計を個々に行ない、実習参加者ごとに確保

された試料上の領域に電子線照射を行なう。

３）試料の取出しと現像

参加者ごとに試料を切り出し、電子線照射後の試料についてレジストの現像を行ない、レジストパタ

ーンを形成する。

４）レジストパターンの観察

光学顕微鏡、走査型電子顕微鏡、原子間力顕微鏡を、実際に参加者が個々に操作することで、形成し

たレジストパターンの観察を行なう。さらに、レーザ光の回折などを利用したパターンの評価も試み

る。

５）リフトオフによる基板上への微細パターン形成

作製したレジストパターンを用い、金属蒸着・リフトオフプロセスにより、基板上に微細な金属パター

ンの形成を試みる。

６）まとめ

観察結果を総合的に議論し、一連のプロセスのまとめを行なう。

この他、状況が許す限り、希望により集束イオンビームプロセスの見学なども取り入れる。

３． 超分子ナノバイオ ・ フォトニクス学　実習テーマ

超分子プロセス関係

１）「両親媒性分子が水溶液中で形成するミセルとそのサイズ測定」

　　親水性基と疎水性基が化学結合した両親媒性分子は、水溶液中で疎水性基が凝集してミセルを形成す

　　る。このミセル形成についての基礎を学んだ後に ､ 実際に両親媒性物質の水溶液を調製し、ミ

セル形成により溶液の性質がどのように変わるかを調べる。さらに、動的光散乱法の測定原理につ

いて簡単に学んだ後に、同方法を利用して、水溶液中で形成されたミセルのサイズを測定する。
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２）「分光学的手法を用いる超分子複合体の安定度定数の決定」

　　超分子複合体の安定度は平衡定数（結合定数）や熱力学的パラメーターを求めることにより評価する

　　ことができる。結合定数は種々の分光学的手法を用いて決定することができるが、本実習プロ

グラムでは紫外 - 可視吸収スペクトルと NMR スペクトルを用いた結合定数の決定法について、理論

の解説と実習を行う。

３）「ナノ超分子の作製、物性測定、評価」

　　ナノ超分子研究に必要な、ＤＮＡの合成法、近接場顕微鏡分光による単一分子レベルの解析、極短時

間分解光学測定法、などについての実習を行う。

生体工学関係

１）「顕微観察用生体試料作成と非線形光学顕微観察」

　　古典的な顕微鏡から最先端の非線形光学顕微鏡までの機能と原理、ならびに組織学の概要を学ぶ。実

験では、ヒト組織切片の作成と染色および培養細胞の蛍光染色を行ない、それらの試料を共焦点レ

ーザー顕微鏡により観察する。さらに、SHG 顕微鏡を用いて非染色に、ヒトのコラーゲン (腱や頬 )

を観察する。

２）「原子間力顕微鏡による培養細胞の観察と力学的特性の計測」

　　原子間力顕微鏡の原理と構造、および操作方法を学んだのち、原子間力顕微鏡を利用して、基材に接

　　着した生きた培養細胞の形態観察を行うとともに、細胞の局所的力学的特性の計測を行う。

３）「細胞内ナノ装置の運動の共焦点顕微鏡を用いた観察」

　　生きた細胞内のさまざまなナノ分子装置や、細胞内環境の変化などを検出する。手法として、細胞培

　　養の基礎的実習および固定標本の作製と観察、生体染色・ライブイメージングを取り扱う。

４）「誘導ラマン顕微鏡による分子イメージング」

　　パルスレーザーと非線形光学顕微鏡の原理について学んだ後、誘導ラマン顕微鏡を用いた分子イメー

ジングの実習を行う。

４． ナノ構造･機能計測解析学　実習テーマ

１）「講義」

 電子線オプティクスの基礎および応用について学習する。さらに、電子顕微鏡による 材料科学研究・

生命科学研究のトピックスに触れる。

２）「試料作製」

 透過電子顕微鏡（TEM）用の試料作製法を実習する。機械研磨、電解研磨、イオン研磨、FIB 加工、

ミクロトームによる薄切、等が含まれる。

３）「TEM 観察の基本」

 200kV 汎用形 TEM を用いて、試料挿入と結晶方位合わせを実習するとともに、明視野像、暗視野像、

および電子回折図形の撮影を行う。

４）「高分解能電子顕微鏡」

 300kV 高分解能 TEM を用いて、構造や欠陥の原子レベルでの観察を実習する。
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５）「STM および AFM」

 STM および AFM の原理を学習したあと、実際にこれらの顕微鏡を用いて物質の表面構造を原子レベル

で観察する。

６）「分析電子顕微鏡」

 200kV 分析電子顕微鏡を用いて、EDX および EELS による組成分析について学習する。

７）「像計算」

 汎用ソフトを利用して、明視野像、暗視野像、高分解能像のシミュレーションを行う。さらに、実

際に得られる実験像との比較を行う。

８）「球面収差補正 TEM」

 波面再構成法による収差補正の原理を学んだあと、同法を利用した収差補正 TEM による観察を実習

する。

９）「その他」

 このほかに、バイオ TEM の原理と実習、低真空対応 SEM の実習、単結晶Ⅹ線回折の実習を行う。

５．  ナノフォトニクス学　実習テーマ （但し、 今年度は開講しない）

１）プリズムでの光の反射角依存性測定および表面プラズモン励起とセンサーへの展開レーザーと光学素

　　子の取り扱いについて学習した後、光の偏光方向と境界面での反射現象との関係を、実験を通して理

　　解する。さらに、金属薄膜界面に局在する表面プラズモンの共鳴励起を観察し、屈折率センサーへの

　　応用を実習する。

２）レーザートラッピング

　　光学顕微鏡の光学系とその取り扱い、レーザートラッピング法の基礎について学習した後、微小ポリ

　　スチレン球等を３次元的に捕捉する実習を行う。さらに、レーザートラップにより微小球に働く捕捉

　　力を実測する。

３）先端実験設備の体験学習

　　・ナノバイオフォトニクス

　　・ナノ光化学

　　・レーザーテラヘルツ分光法

　　・カソードルミネッセンス (CL) の測定

　　・単一分子検出技術の体験実習
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�

大阪大学ナノ理工学人材育成産学コンソーシアム (ALICE-ONE)

趣意書

１．はじめに

　ナノサイエンス・ナノテクノロジーは、１０億分の１メートルを単位とする微小世界で実現する様々な

新奇な科学現象の発見と、それを活用したナノスケール材料とその機能の創成、超微細加工・超精密計測、

バイオ応用といった最先端技術の発展を導いております。まさに自然科学分野の根幹をなす基礎科学と実

用化をにらんだ応用開発技術とを共に促進させ、未来の新しい学問領域・産業領域を創出する原動力とな

るものと期待されています。

　大阪大学では、全学を横断する組織として２００２年度にナノサイエンス・ナノテクノロジー研究推進

機構を発足させ、ナノサイエンス・ナノテクノロジーに関連する各教育研究機関を有機的に統括 ･組織化

し、２０１０年よりナノサイエンス・ナノテクノロジーアライアンスにその機能が引き継がれ、教育研究

の一層の推進を図る様々な活動を行っております。その中で、ナノサイエンス・ナノテクノロジー分野の

幅広い学際教育を実現し、将来の日本のものづくり産業の様々なジャンルで、社会と調和した未来創造型

の新領域を開拓・応用できる人材を育成するために、大学院修士・博士課程学生、及び社会人を対象に、

２００４年度より高度人材育成プログラム（１年間の課程）を５年間実施して参りました。

　この間、幸いにして文部科学省科学技術振興調整費新興分野人材養成「ナノ高度学際教育研究訓練プロ

グラム」（2004-2008 年度）の支援を得ることができ、カリキュラム内容の充実と実習設備の整備を進

めました結果、５年間に、１１３１名（内、社会人は５００名）が履修し、そのうち所定の単位を修得し

課程を修了したものが７０４名（内、社会人は３８８名）に達しました。特に社会人教育プログラムに関

しましては、文部科学省における中間・事後評価、受講生、指導教員、職場の上司、さらには第三者によ

る外部評価におきましても、既存の先端技術セミナーではなく、科学に根ざした基礎から応用技術にいた

る内容豊かな社会に開かれた教育プログラムとしての評価を受け、本プログラムの今後の継続が強く望ま

れております。

　大学といたしましても社会との結びつきを強める高度社会人教育をこれからの大学院教育改革の１つの

柱に据え、本プログラムの発展継続を図るために、大学支援の下に本プログラムを６研究科・６研究所・

センターの参加により部局横断的に実施するための実体組織として、２００８年１２月１日にナノサイエ

ンスデザイン教育研究センターの創設を行いました。このセンターが長期的な観点に立ってプログラムの

提供を行っており、また、国におきましても国策としてのナノ理工学人材育成活動に対する特別の支援を

いただいております。これらに合わせて、社会人向けナノサイエンス・ナノテクノロジー教育プログラム

を中心に人材育成活動のより一層の継続発展を図りますために、企業 21社のご参加を得て、大阪大学ナ

ノ理工学人材育成産学コンソーシアム (ALICE-ONE)を設立させて頂きました。今後、産業界の皆様のよ

り一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

２．設立の趣旨（理念と目的）

　ナノテクノロジーは、あらゆる自然科学技術の根幹をなす要素科学技術として進展しています。また、

その関連する科学技術の基盤や応用分野も幅広くかつ発展の速度が早いのが特徴です。そのため社会人教

育の実施にあたりましては、即戦力的な集中・短期型の実践教育よりも、ものづくり産業を主体とする日

本の産業界の着実な発展に資するためには関連するナノ基礎科学技術の幅広い項目（極微細計測や極微細

加工の実践も含めた）について、大学院レベルの知識を十分理解・体得できる１年単位の長期教育が好ま
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しいと考えられます。

　このような教育を提供するために大阪大学は、ナノサイエンス・ナノテクノロジーのキーワードの下

に、国、大学（他大学も含む）、産業界が三身一体となって日本の最先端科学技術を支える高度人材育成

を全国の先頭に立って強力に推し進めることが必要と判断し、ここに大阪大学ナノ理工学人材育成産学コ

ンソーシアム (ALICE-ONE)を設立させて頂きたいと存じます。

　本コンソーシアムの目的は、ナノテクノロジーの持続的発展を支える高度な実践力を有する人材を産学

協同で育成するために、

（１）大阪大学が主体になり推進するナノ高度学際教育研究訓練プログラム社会人教育 ( 以下、「ナノ理

工学社会人教育プログラム」と称します ) において、

	 ・教育効果をより向上させめためのプログラム編成へのアドバイス

	 ・受講生の授業料負担を軽減するためのプログラムおよび受講生への資金支援の実施

（２）企業が実施する日常のナノテクノロジーに関する研究開発に関して、

	 ・教育の成果を具現化するための技術や情報の相談・交流の場の提供

	 ・テクノロジーに関わる社会受容、標準化、リスクアセスメントなどの特定テーマでのセミナー

　など産学の広範な連携・協力を支援するための場の提供

を通して、将来の新しいナノ関連産業を自ら創造できる能力を身につけた人材、プロジェクトのリーダと

して新産業創成を担える高度研究者・産業人の育成を支援することと致します。

３．活動内容（図１をご参照ください）

　（１）大学が実施する以下の教育プログラムに対する協力と支援

・社会人に対する大学院レベルの１年間の授業

・博士の学位取得を目指す受講生に対する学内の適切な研究室の紹介斡旋

・コンソーシアム会員企業からの要望の強い教育テーマに対する特別講義やセミナーの開催

・コンソーシアム会員企業からの招聘教授による大学院生の教育

　（２）研究開発に対する連携活動

・ナノテク情報交流会

・ナノテク技術開発相談

・ナノテク「共同研究ユニット」の形成

　（３）その他、この法人の目的を達成するために必要な事業

４．組織

　　　組織図
社　員　総　会

理事会 事務局

企 画 運 営 委 員 会

教育カリキュラム

研究・開発

調査・広報

（ご参考）

社員は、会員のうち、当法人の運営に関与する

ことを希望する者で、理事会においてその可否

を決定する

代表理事は、当法人を代表し、その業務を総理

する

理事は、理事会を構成し、定款及び社員総会の

決議に基づき、当法人の業務を執行する
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役員 ( 平成 23年 12月現在 )

代表理事：伊藤　正（大阪大学）

理事： 小豆畑　茂（（株）日立製作所）、阿多　誠文（産業技術総合研究所）、

　　　上野山　雄 ( パナソニック ( 株 ))、太田　賢司（シャープ（株））、熊谷　修 ( ソニー ( 株 ))、

　　　齋藤　彰一（四日市商工会議所）、須藤　亮（（株）東芝）、鷹木　洋（（株）村田製作所）、

　　　太和田　善久（（株）カネカ）、西村　昭（住友電気工業（株））

　　　赤井　久純、小川　久仁 ( 大阪大学 ) 　　

監事：藤岡　透（パナソニック電工（株））

　　　森田　清三 ( 大阪大学 )

　

５．会員

・会員の区分

　コンソーシアムの会員は、企業会員、個人会員、学術会員、特別会員　とします。

１．企業会員は、本コンソーシアムの目的に賛同して入会した法人

２．個人会員は、本コンソーシアムの目的に賛同して入会した個人

３．学術会員は、本コンソーシアムの目的に賛同して入会した大学及び公的研究機関等の学術関係者

４．特別会員は、本コンソーシアムの目的に賛同して入会した本コンソーシアムの活動を支援する団

体（経済団体、商工会議所等）の関係者

・入会金・会費　（表１．「コンソーシアム会費とナノテク社会人教育プログラム受講料」をご参照ください）

１．企業会員は、入会金１０万円、及び別表の年会費をお支払いいただきます。コンソーシアムが主

催する各種行事に無料で参加できます。また、コンソーシアム会員企業からの「ナノ理工学社会

人教育プログラム」の受講生には、コンソーシアムから奨学金として１０万円が補助されます。

なお、別表の通り、会費額に応じて、本プログラムの講義・実習用教材費を免除する受講生の人

数を制限します。また、以上の会費には受講生が科目等履修生として大阪大学に支払う検定料、

入学料、授業料、保険料は含まれていません。

２．個人会員は、入会金は無料、年会費２０万円をお支払いいただきます。コンソーシアムが主催す

る各種行事に無料で参加できます。また、「ナノ理工学社会人教育プログラム」の講講義・実習用

教材費は免除されます。また、以上の会費には受講生が科目等履修生として大阪大学に支払う検

定料、入学料、授業料、保険料は含まれていません。

３．学術会員、特別会員は、入会金、年会費ともに無料。ただし、講義教材、実習教材費を免除する

特典はありません。

６．ご入会

ご入会に際しては、「大阪大学ナノ理工学人材育成産学コンソーシアム」の専用ホームページ

（http://www.nanoscience.or.jp/）をご覧いただき、以下の手続きによりお申し込み下さい。

１．入会手続き

入会申込書を作成し、コンソーシアム事務局に、E-mail と FAX との２通りの方法でお送り下さい

	 E-mail : nano-cons@nanoscience.or.jp

	 FAX : 06-6853-6859
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２．入会申込みの受付期間

　　ご入会は随時受け付けております。但し、平成２４年度社会人教育プログラム受講ご希望の場合は、

２０１２年２月２４日 ( 金 ) までにお申込みください。

３．会費納入

　　事務局で入会申込書を受理し、手続き終了後、入会金・年会費を請求させて戴きます

７．お問合せ先

　　	 一般社団法人 大阪大学ナノ理工学人材育成産学コンソーシアム（ALICE-ONE）	

            	 〒 560-8531　大阪府豊中市待兼山町１－３　大阪大学基礎工学研究科 G棟

　　　　　　　　　　　大阪大学ナノサイエンスデザイン教育研究センター気付

	 	 　　　E-mail : nano-cons@nanoscience.or.jp

	 	 　　　TEL/FAX :  06-6853-6859

８．ご参考

　　	 一般社団法人 大阪大学ナノ理工学人材育成産学コンソーシアム（ALICE-ONE）	

　　	 ＨＰ：http://www.nanoscience.or.jp/

　





�
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第 1 章　総　　則

第 1条（名称）

当法人は、一般社団法人大阪大学ナノ理工学人材育成産学コンソーシアムと称し、英文では、Osaka 

University Academia-Industry Liaison Consortium for Human Resource Development on Nano 

Science and Engineering (ALICE-ONE) と表示する。

第 2条（目的）

ナノサイエンス・ナノテクノロジーが創出する幅広い学際領域の人材養成と研究開発のシナジー効果

により、これからの日本のものづくり産業の様々なジャンルで、社会と調和した未来創造型の新領域

の開拓・応用を基礎から促すことが求められている。当法人は、国立大学法人大阪大学（以下、「大学」

という）の教育研究者と当法人の目的に賛同する企業等の会員とが、ナノサイエンス・ナノテクノロジー

のキーワードの下に、自主性と競争性を尊重しつつ、協調・連携体制を整備するとともに、人材、施設、

資金等の研究開発資源の重点的かつ効率的な投入を図ることにより、産学が一体となって日本の最先

端科学技術を支える高度人材の養成と活躍の場の確保を全国の先頭に立って強力に推し進め、もって

ナノサイエンス、ナノテクノロジーが創出する学術及び科学技術の振興と、ものづくり産業を主体と

する科学技術立国日本の産業界の持続的な発展と国民生活の安定・向上に寄与することを目的とする。

第 3条 ( 目的事業 )

1．当法人は、ナノサイエンス・ナノテクノロジーが創出する学術及び科学技術の振興を目的とすると

ともに、その目的に資するため、次の事業を行う。

(1) ナノサイエンス・ナノテクノロジーの幅広い学際領域における企業の開発研究者及び大学院生

に対する人材育成活動への物的・人的支援

(2) ナノサイエンス・ナノテクノロジーが関与する日本のものづくり産業の様々なジャンルにおけ

る人材育成手法、内容の検討と大学への答申、社会への普及活動

(3) 産学相互連携によるナノサイエンス・ナノテクノロジーの人材確保のための国家戦略に関する

政府および社会への進言

(4) ナノサイエンス・ナノテクノロジーに係わる各種研究会、研修会、講習会、実習の企画・立案・

開催

(5) ナノサイエンス・ナノテクノロジーに係わる各種情報の体系的収集と提供

(6) ナノサイエンス・ナノテクノロジーに関する会員と大学の教育研究者との間の情報交換・技術

開発相談の支援

(7) ナノサイエンス・ナノテクノロジーに係わる社会受容、ナノ標準化に関する研究と普及活動の

促進

(8) ナノサイエンス・ナノテクノロジーに係わる受託研究開発の実施と共同研究開発の支援

(9) 研究成果の移転支援及び知的財産権管理等の支援

(10) 人材養成に資する実習教育研究訓練施設、試験研究施設の運用支援

一般社団法人大阪大学ナノ理工学人材育成

産学コンソーシアム定款
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(11) 幅広い分野からの研究開発投資の促進、各種競争的研究開発資金の導入支援

(12) その他この法人の目的を達成するために必要な事業

2．前項の事業については、日本国及び諸外国において行なうものとする。

第 4条（知的財産権等）

前条各号の事業によって生ずる可能性がある知的財産権等の帰属については、当事者間であらかじめ

書面をもって明確にするものとする。

	 	 	

第 5 条（主たる事務所の所在地）

1. 当法人は、主たる事務所を大阪府豊中市待兼山町 1番 3号（大阪大学豊中キャンパス基礎工学研究

科内）に置く。

2. 当法人は、理事会の議決を経て、従たる事務所を必要な地に置くことができる。

第 6条（公告方法）

　当法人の公告は、当法人の主たる事務所に設置する掲示板に掲示する方法により行う。

第 7条（会員）

1. 第 2 条に定める当法人の目的に賛同し、当法人の事業に協力しようとする者は、理事会においてそ

　の可否を決定の上、本法人の会員となることができる。

2. 当法人の会員は、企業会員、個人会員、学術会員、特別会員の４種とする。

3. 当法人への入会手続、入会金、会費に関する事項は、社員総会で定める会員規則によるものとする。

第 2 章　社　　員

第 8条（社員の資格）

会員のうち、当法人の運営に関与することを希望する者は、理事会においてその可否を決定の上、当

法人の社員となることができる。

第 9条（入社）

1. 当法人に入社しようとする会員は、当法人所定の入会申込書により、代表理事に申し込まなければ

ならない。 

2. 会員から入社を求める旨の前第 1項の申し込みがあった場合、理事会において、その可否を決定し、

その可否を通知するものとする。

3. 社員が法人の場合は、法人の代表者として当法人に対してその権利を行使する者（１名に限る。以下、

「指定代表者」という。）を定め、代表理事に届け出なければならない。 

4. 指定代表者を変更した場合は、すみやかに所定の変更届を代表理事に提出しなければならない

第 10条（社員の資格の喪失）

社員は、法令に定める事由のほか、次に掲げる事由によって、その資格を喪失する。

　(1) 退会届の提出をしたとき。

　(2) 後見開始又は保佐開始の審判を受けたとき。

　(3) 失踪宣告を受けたとき。

　(4) 継続して 6ヶ月以上会費を滞納したとき。
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第 11 条（退社）

1. 社員は、所定の退会届を代表理事に提出して、任意に退社することができる。 ただし、1ヶ月以上

前にその旨を書面にて代表理事に届けなければならない。

2. 退社しようとする者は、所定の義務を完了しなければならない。

第 12条（除名）

社員が次の各号の一に該当するに至った場合は、社員総会の決議により、これを除名することができ

る。この場合においては、当該社員に対し当該総会の日から1週間前までにその旨を通知するとともに、

当該総会における決議の前に弁明の機会を与えなければならない。

(1) 当法人の定款、規則、規定又は総会の議決に違反したとき

(2) 当法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき

(3) その他の正当な事由があるとき。

第 13条（社員資格喪失に伴う権利及び義務）

1．社員が第10条の規定によりその資格を喪失したときは、当法人に対する社員としての権利を喪失し、

義務を免除される。但し、未履行の義務はこれを免れることができない。

2. 当法人は、社員がその資格を喪失しても、既納の入会金、会費及びその他の拠出金品は、返還しない。

第 3 章　社員総会

第 14条（種別）

　当法人の総会は、定時社員総会及び臨時社員総会の二種とする。

第 15条（構成）

　社員総会は、当法人の社員をもって構成する。

第 16条（社員総会の権限）

　社員総会は、法令及び定款で別に定めるもののほか、次の事項について決議する。

(1) 定款の変更

(2) 解散

(3) 合併、事業の全部又は一部の譲渡並びに事業の廃止

(4) 事業計画及び収支予算の決定

(5) 事業報告及び収支決算の承認

(6) 役員その他の選任及び解任

(7) 社員の除名

(8) 前各号に定めるもののほか、この定款に定める事項、法律に規定する事項及び理事会が総会に付

    議すべき事項として議決した事項

第 17条（招集時期）

1. 定時社員総会は、毎事業年度の終了後 3ヶ月以内に招集する。 

2. 臨時社員総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。

　　(1) 理事会が必要と認め招集の請求をしたとき。
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　(2) 総社員の議決権の 5分の 1以上の議決権を有する社員から社員総会の目的である事項及び招集の

　　  理由を記載した書面により招集の請求があったとき。

　(3) 監事から招集の請求があったとき、又は監事が招集したとき。

第 18条（招集権者）

1. 社員総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、代表理事が招集する。

2. 社員総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項等を記載した書面をもって、社員

総会の日の 1週間前までに、社員に対して通知を発しなければならない。

第 19条（社員総会の議長）

　1. 社員総会の議長は、代表理事がこれに当たる。

　2. 代表理事に事故があるときは、理事会においてあらかじめ定めた順序により他の理事が議長となる。

第 20条（社員総会の決議）

　社員総会の決議は、法令又は定款に別段の定めがある場合を除き、出席した社員の議決権の過半数をもっ

　て行う。

第 21条（議決権の数）

　社員は、各 1個の議決権を有する。

第 22条（議決権の代理行使、書面による議決権の行使）

1. 社員は、代理人によってその議決権を行使することができる。この場合においては、当該社員又は

代理人は、社員総会ごとに代理権を証明する書面を当法人に提出しなければならない。

2. 書面による議決権の行使は、議決権行使書面に必要な事項を記載し、法務省令で定める時までに当

該記載をした議決権行使書面を当法人に提出して行う。

第 23条（報告の省略）

理事が、社員の全員に対して、社員総会に報告すべき事項を通知し、当該事項を社員総会に報告する

ことを要しないことにつき社員の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をした場合には、

理事はその事項を社員総会に報告することを要しない。

第 24条（会員への公示）

　社員総会の議事の要領及び議決した事項は、全会員に公示する。

第 25条（議事録）

　社員総会の議事については、法務省令で定めるところにより、議事録を作成しなければならない。

第 4 章　理事及び理事会

第 26条（理事の員数）

　当法人の理事は、2名以上 15名以下とする。
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第 27 条（理事の親族制限）

1. 理事のうちには、それぞれの理事について、当該理事、その配偶者及び三親等以内の親族、並びに

当該理事と特別の関係がある者が理事の総数の3分の1を超えて含まれることになってはならない。

2. 前項の特別の関係がある者とは、次に掲げる者とする。

　(1) 当該理事と婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者

　(2) 当該理事の使用人又は他の同一の団体の理事

　(3) 前 2 号に掲げる以外の者であって、当該理事から受ける金銭その他の財産によって生計を維持し

ている者。

　(4) 前 2 号に掲げる者の配偶者

　(5) 第 1 号から第 3号までに掲げる者の三親等内の親族であって、これらの者と生計を一にする者

第 28条（理事の権限）

1. 代表理事は、当法人を代表し、その業務を総理する。 

2. 代表理事に事故があるとき又は代表理事が欠けたときは、理事会においてあらかじめ定めた順序に

　より、他の理事がその職務を代行する。

3. 理事は、理事会を構成し、定款及び社員総会の決議に基づき、当法人の業務を執行する。 

第 29 条（理事の任期）

1. 理事の任期は、選任後 2年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時社員総会の終結

　時までとする。

2. 任期満了前に退任した理事の補欠として、又は増員により選任された理事の任期は、前任者又は他

　の在任理事の任期の残存期間と同一とする。 

3. 理事は、再任されることができる。 

4. 理事は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなければなら

　ない。 

5. 理事の所属する法人が指定代表者を変更した場合、変更後の指定代表者が前任者の任務を引き継ぐ

　ものとし、その任期は前任者の任期の残存期間と同一とする。

第 30条（理事会の設置）

　当法人は、理事会を置く。

第 31条（構成）

1. 理事会は、すべての理事をもって構成する。

2. 監事は、理事会に出席して意見を述べることができる。

第 32条（代表理事）

　理事会は、その決議により理事の中から代表理事 1名を定める。

第 33条（理事会の招集権者及び議長）

1. 理事会は、法令に別段の定めがある場合を除き、代表理事が招集し議長となる。

2. 代表理事に事故があるときは、理事会があらかじめ定めた順序により他の理事が理事会を招集し、

議長となる。
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第 34 条（理事会の権限）

　1. 理事会は、この定款で別に定めるもののほか、次の事項を議決する。

　　(1) 社員総会に付議すべき事項

　　(2) 社員総会の決議した事項の執行に関する事項

　　(3) その他社員総会の決議を要しない当法人の執行に関する事項

 　2. 理事会は、次に掲げる事項その他の重要な職務執行の決定を、理事に委任することができない。

　　(1) 重要な財産の処分及び譲受

　　(2) 多額の借財

　　(3) 従たる事務所の設置等の重要な組織の設置、変更及び廃止

第 35条（種類及び開催）

　1. 理事会は、定時理事会及び臨時理事会の二種とする。 

　2. 定時理事会は、３ヶ月に１回以上開催する。

　3. 臨時理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。

　　(1) 代表理事が必要と認めたとき。

　　(2) 代表理事以外の理事から会議の目的である事項を記載した書面をもって、代表理事に招集の請求

　　　   があったとき。

　　(3) 監事から招集の請求があったとき。

第 36条（理事会の決議）

　理事会の決議は、議決に加わることができる理事の過半数が出席し、その過半数をもって行う。

第 37条（決議の省略）

　理事が、理事会の決議の目的である事項について提案をした場合において、当該提案につき、議決に加

　わることのできる理事の全員が書面又は電磁的記録により同意の  意思表示をしたときは、当該提案を

　可決する旨の理事会の決議があったものとみなす。但し、監事が異議を述べたときは、この限りでない。

第 38条（報告の省略）

　理事若しくは監事が、理事及び監事の全員に対して、理事会に報告すべき事項を通知した場合、その事

　項を総会に報告することを要しない。

第 39条（議事録）

理事会の議事については、法務省令で定めるところにより、議事録を作成し、議事録が書面をもって

作成されているときは、出席した理事及び監事は、これに署名し、又は記名押印しなければならない。

ただし、理事会に代表理事が出席した場合には、当該代表理事及び監事の署名又は記名押印があれば

足りる。

第 40条（理事の報酬及び退職慰労金）

　理事の報酬及び退職慰労金は、社員総会の決議によって定める。
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第 5 章　監　　事

第 41条（監事の設置）

　当法人は、監事を置く。

第 42条（監事の員数）

　当法人の監事は、２名以内とする。

第 43条（監事の権限）

　監事は、次に掲げる職務を行うほか、総会又は理事会に出席し意見を述べることができる。

　　(1) 財産及び会計を監査すること

　　(2) 理事の業務執行状況を監査すること

　　(3) 財産、会計及び業務の執行について、不正の事実を発見したときは、これを総会に報告すること

　　(4) 前号の報告をするため必要があるときは、総会又は理事会の招集を請求し、若しくは総会を招集

　　　 すること

第 44条（監事の任期）

　1. 監事の任期は、選任後 2年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時社員総会の終結

　　時までとする。

　2. 任期満了前に退任した監事の補欠として選任された監事の任期は、前任者の任期の残存期間と同一

　　とする。

第 45条（監事の報酬及び退職慰労金）

　監事の報酬及び退職慰労金は、社員総会の決議によって定める。

第 6 章　計　　算

第 46条（事業年度）

　当法人の事業年度は、毎年 4月 1日から翌年 3月末日までの年 1期とする。

第 47条（剰余金の分配の禁止）

　当法人の剰余金は、これを一切分配してはならない。
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第 7 章　財産及び会計

第 48条（財産の構成）

　当法人の財産は、次に掲げるものをもって構成する。

　　(1) 設立当初の財産目録に記載された財産

　　(2) 入会金及び会費

　　(3) 寄付金品

　　(4) 事業に伴う収入

　　(5) 財産から生ずる収入

　　(6) その他の収入

第 49条（財産の管理）

　当法人の財産は、代表理事が管理し、その方法は、理事会の決議を経て、代表理事が別に定める。

第 50条（費用の支弁）

　当法人の経費は、財産をもって支弁する。

第 51条（事業計画及び予算）

　当法人の事業計画及びこれに伴う予算に関する書類は、代表理事が作成し、社員総会の決議を経なけれ

　ばならない。これを変更しようとするときも同様とする。

第 52条（暫定予算）

　1. 新事業年度の予算が社員総会の決議を経るまでの間、代表理事は、理事会の決議を経て、前事業年

　　度の予算に準じて収入及び支出をすることができる。

　2. 前項の収入及び支出は、新たに社員総会の決議を経た予算の収入及び支出とみなす。

第 53条（事業報告及び決算）

　当法人の事業報告及び収支決算は、毎事業年度終了後、代表理事が事業報告書、収支計算書、正味財産

　増減計算書、貸借対照表及び財産目録等として作成し、監事の監査を受け、社員総会の決議を経なけれ

　ばならない。

第 54条（長期借入金）

　当法人が資金の借入をしようとするときは、その事業年度の収入をもって償還する短期借入金を除き、

　社員総会において社員総数の 3分の 2以上の議決を経なければならない。

第 8 章　定款の変更、 解散等

第 55条（定款の変更）

　この定款は、社員総会において、社員総数の 4分の 3以上の議決を得なければ変更することができない。



15

第 56 条（解散）

　1. 当法人は、法律 148 条及び 149 条の規定に基づき解散する。

　2. 当法人が解散する際に有する残余財産は、総会において、正会員総数の 4分の 3以上の議決をもって、

　　国立大学法人大阪大学に寄付することができる。

第 9 章　補　　則

第 57条（事務局）

　1. 当法人の事務を処理するため、事務局を設置する。 

　2. 事務局には、所要の職員を置く。 

　3. 事務局職員は、代表理事が任免する。 

　4. 事務局の組織及び運営に関する必要な事項は、理事会の決議を経て代表理事が別に定める。

第 58条（備付け帳簿及び書類）

　当法人は、前条の事務所に、常に次に掲げる帳簿及び書類を備えておかなければならない。

　　(1) 定款

　　(2) 会員名簿及び会員の異動に関する書類

　　(3) 理事、監事及び職員の名簿

　　(4) 定款に定める機関の議事に関する書類

　　(5) 収入及び支出に関する帳簿及び証拠書類

　　(6) 資産、負債及び正味財産の状況を示す書類

　　(7) その他必要な帳簿及び書類

第 59条（実施細則）

　この規約に定めるもののほか、当法人の運営に関する必要な事項は、代表理事が別に定める。

第 10 章　附　　則

第 60条（法令の準拠）

　この定款に規定のない事項は、すべて一般社団法人及び一般財団法人に関する法律並びにその他の法令

　に従う。

以　上

	 	 	 	 	 	 	 	 平成 20 年 12月 26日  作成

	 	 	 	 	 	 	 	 平成 20 年 12月 26日  定款認証

	 	 	 	 	 	 	 	 平成 22 年 6 月 22 日   改訂
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平成２２年１１月１日改定

　本規則は、一般社団法人大阪大学ナノ理工学人材育成産学コンソーシアム（以下、「本コンソーシアム」

という）定款第 7条に基づき、本コンソーシアムへの入会手続、入会金、会費に関する事項を定めるも

のである。

第 1条（会員種別）

　1. 本コンソーシアムの会員種別は、以下に定める企業会員、個人会員、学術会員、特別会員の４種

　　とする。

　　(1) 企業会員　本コンソーシアムの目的に賛同して入会した法人

　　(2) 個人会員　本コンソーシアムの目的に賛同して入会した個人

　　(3) 学術会員　本コンソーシアムの目的に賛同して入会した大学及び公的研究機関等の学術関係者

　　(4) 特別会員　本コンソーシアムの目的に賛同して入会した本コンソーシアムの活動を支援する団

　　　  体（経済団体、商工会議所等）の関係者

　2. 企業会員には、納入する会費の額に応じて、Ａ会員、Ｂ会員、Ｃ会員、Ｄ会員、Ｓ会員の５種の

　　区分を設ける。

　3. Ｓ会員は中小企業法人のための特別な会員資格であり、下記に示す資本金の要件、従業員数の要

　　件のいずれかを満たす中小企業法人のみが対象となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１）製造業その他：資本金の額又は出資の総額が 3億円以下の会社並びに常時使用する従業員の

　　数が 300 人以下の会社

２）卸売業：資本金の額又は出資の総額が 1億円以下の会社並びに常時使用する従業員の数が

　　100 人以下の会社

３）小売業：資本金の額又は出資の総額が 5千万円以下の会社並びに常時使用する従業員の数が

　　50人以下の会社

４）サービス業：資本金の額又は出資の総額が 5千万円以下の会社並びに常時使用する従業員の

　　数が 100 人以下の会社

第 2条（入会）

　1. 本コンソーシアムに会員として入会しようとする者は、所定の入会申込書を事務局に提出し、理

　　事会の承認を得なければならない。

　2. 本コンソーシアムへの入会を希望する者から前項の申込みがあった場合、理事会においてその可

　　否を決定し、その結果を申込者に通知するものとする。 

　3. 本コンソーシアムへの入会時期は、以下のときとする。

　　(1) 企業会員については入会金を納入したとき

　　(2) 個人会員、学術会員、特別会員については理事会の承認が得られたとき

ALICE-ONE 会員規則
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第 3条（会員の利益）

　1. 企業会員は、本コンソーシアムが主催する各種行事、相談会に無料で参加できるほか、その役員

　　又は従業員が、国立大学法人大阪大学が主催する「大阪大学ナノ高度学際教育研究訓練プログラム

　　（社会人再教育）」（以下、「本プログラム」という）を受講する際に、最大下記の人数分（以下、「優

　　先枠」という）の講義教材、実習教材の費用負担の免除を受けることができる。

　　(1) Ａ会員　２名

　　(2) Ｂ会員　４名

　　(3) Ｃ会員　１０名

　　(4) Ｄ会員　１５名

　　(5) Ｓ会員　１名

　2. 企業会員の従業員が本プログラムを受講する場合、前項の優先枠内の人数の受講生に対して、各自、

　　年間 10万円の奨学金を支給する。

　3. 企業会員 ( Ｓ会員を除く ) は第５条第 2項に定める追加年会費を納入すれば、優先枠を拡大するこ

　　とができる。

　4. 個人会員は、本コンソーシアムが主催する各種行事、相談会に無料で参加できるほか、本プログ

　　ラムを受講する際の講義教材、実習教材の費用負担の免除を受けることができる。

　5. 学術会員、特別会員は本コンソーシアムが主催する各種行事、相談会に無料で参加することがで

　　きる。

第 4条（入会金）

　1. 企業会員は、第 2条第 2項の通知を受けてから、30日以内に入会金 10万円を納入しなければな

　　らない。

　2. 個人会員、学術会員、特別会員の入会金は無料とする。 

第 5条（年会費）

　1. 企業会員は、Ａ会員からＤ会員及びＳ会員の区分に応じ、下記の年会費を納入しなければならない。 

　　(1) Ａ会員　40万円

　　(2) Ｂ会員　80万円

　　(3) Ｃ会員　200 万円

　　(4) Ｄ会員　300 万円

　　(5) Ｓ会員　２0万円

　2. 企業会員 ( Ｓ会員を除く ) が、第 3条第 3項に基づき、優先枠の拡大を求める場合、下記の追加年

　　会費を納入しなければならない。

　　(1) Ａ会員　優先枠１人分の拡大につき 25万円

　　(2) Ｂ会員　優先枠１人分の拡大につき 25万円

　　(3) Ｃ会員　優先枠１人分の拡大につき 25万円

　　(4) Ｄ会員　優先枠１人分の拡大につき 25万円

　3. 個人会員は、年会費として 20万円を納入しなければならない。

　4. 学術会員、特別会員の年会費は無料とする。

　5. 年会費は、毎年度 4月中に発行される請求に基づき、5月末日までに納入するものとする。
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第 6条（会員情報の変更）

　会員は、入会後に、氏名（名称）、住所、電話番号、ファックス番号、メールアドレス等入会申込書

　に記載の事項に変更が生じた場合、速やかに事務局宛に変更届を提出しなければならない。

第 7条（会員の地位の譲渡）

　本コンソーシアムの会員の地位は、第三者に譲渡することができない。ただし、理事会の事前の承認

　がある場合はこの限りでない。

第 8条（休会）

　1. 会員が各年度の 5月 31日までに休会の意思表示をし、理事会がこれを承認した場合、当該年度の

　　年会費の支払いを免除する。

　2. 休会中の会員は、その年度の受講生の教材費の免除の適用を受けられないほか、会員としての利

　　益を享受することはできないものとする。

第９条（会員の資格喪失）

　会員が次の各号の一に該当する場合には、その資格を喪失する。

　　(1) 退会したとき。

　　(2) 後見開始又は保佐開始の審判を受けたとき。

　　(3) 死亡し、若しくは失踪宣告を受け、又は会員である法人が消滅したとき。

　　(4) 除名されたとき。

　第 10条（退会）

　　1. 会員は、所定の退会届を代表理事に提出して、任意に退会することができる。 

　　2. 退会しようとする者は、所定の義務を完了しなければならない。

　第 11条（除名）

　　会員が次の各号の一に該当する場合には、理事会の決議に基づいて、当該会員を除名することができ

　　る。

　　　(1) 本コンソーシアムの定款、規則又は総会の議決に違反したとき

　　　(2) 本コンソーシアムの名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき

　　　(3) 6 ヶ月以上会費を滞納したとき。

　第 12条（拠出金品の不返還）

　　既納の入会金、会費及びその他の拠出金品は、返還しない。

　第 13条（会員規則の変更）

　　この規則を変更した場合、速やかに会員に通知するものとする。

　附則

　　この規則は、平成 21年 1月 7日から実施する。

　附則２

　　この改定規則は、平成 22 年１１月１日から実施する。


